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第 ２ 号 様 式 （ 第 ４ 関 係 ）  

平 成   令 和 ７ 年 １ ２ 月 ９ 日  

 

調 布 市 議 会 議 長  宮  本  和  実  様  

 

提 出 者  建 設 委 員 長  清  水  仁  恵  

                    

   視 察 等 共 通 部 分 報 告 書  

 

 下 記 の と お り ， 視 察 （ 研 修 ・ 視 察 研 修 ） を 実 施 い た し ま し た の で ，

視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 （ 第 ３ 号 様 式 ） を 添 え て 報 告 い た し ま す 。  

 

記  

 

１  実 施 名 称 （ テ ー マ ）  

令 和 ７ 年 度 調 布 市 議 会 建 設 委 員 会 行 政 視 察  

２  実 施 期 日 （ 期 間 ）  

令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 か ら 令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ ３ 日 間 ）  

３  実 施 場 所 （ 視 察 先 ・ 研 修 会 場 ）  

・ 福 岡 県 春 日 市 （ 春 日 市 議 会 ）  

・ 福 岡 県 北 九 州 市 （ 北 九 州 市 議 会 ・ 西 鉄 春 日 原 駅 ）  

・ 大 分 県 大 分 市 （ 大 分 市 議 会 ）  

４  実 施 目 的  

建 設 委 員 会 所 管 事 務 に つ い て ， 他 自 治 体 の 視 察 ， 事 務 調 査 を 行 う

こ と に よ り ， 今 後 の 市 政 に 十 分 反 映 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。  

５  参 加 者 の 氏 名  

・ 清 水  仁 恵  ・ 佐 藤  尭 彦  ・ 阿 部  草 太  ・ 磯 邉   隆  

・ 井 上  耕 志  ・ 松 野  英 夫   
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６  実 施 結 果 （ 視 察 概 要 ・ 研 修 概 要 ）  

・ 福 岡 県 春 日 市 （ 西 鉄 天 神 大 牟 田 線 連 続 立 体 交 差 事 業 及 び 西 鉄 春

日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 に つ い て ）  

   春 日 市 都 市 整 備 部 道 路 管 理 課 に よ る 説 明 。  

(1) 春 日 市 の 概 要  

春 日 市 は ， 福 岡 市 の 南 側 に 隣 接 し ， 福 岡 都 心 部 か ら 近 距 離 に あ

る 住 宅 都 市 で あ る 。  

面 積 は 14.15 平 方 キ ロ メ ー ト ル ， 令 和 ７ 年 ８ 月 末 現 在 の 人 口 は

11 万 1,689 人 ， 人 口 密 度 は ， １ 平 方 キ ロ メ ー ト ル 当 た り 7,893 人

で ， 福 岡 県 内 で 最 も 面 積 が 小 さ く ， 九 州 沖 縄 地 域 で 最 も 人 口 密 度

が 高 い 。  

 

(2) 事 業 実 施 の 背 景  

約 100 年 前 の 大 正 13 年 頃 に お け る 西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 は ， 野 球 場

や 球 技 場 ， 池 な ど が あ り ， 住 宅 は ほ と ん ど な か っ た 。  

昭 和 ， 平 成 と 時 代 が 進 む と ， 福 岡 都 心 部 か ら 近 距 離 で あ る こ と

や ， 都 心 部 に 比 べ て 生 活 環 境 が 良 好 で あ る こ と な ど に よ り ， 住 宅

や マ ン シ ョ ン が 増 え ， 人 口 が 増 加 し た 。 そ う し た こ と か ら ， 車 両

や 自 転 車 の 通 行 量 も 増 え ， 踏 切 遮 断 に よ る 渋 滞 が 発 生 す る よ う に

な っ た 。  

さ ら に ， 西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 で は ， 送 迎 ス ペ ー ス が な い こ と に 起

因 す る 渋 滞 の 発 生 や ， 一 方 通 行 の 道 路 に よ る 渋 滞 の 助 長 が 浮 き 彫

り に な っ て い た 。 ま た ， 歩 道 の な い 道 路 や た ま り 場 の な い バ ス 停

で の 乗 降 者 と 歩 行 者 の 接 触 等 ， 安 全 性 に 問 題 が 生 じ て い た 。  

 

(3)  西 鉄 天 神 大 牟 田 線 （ 春 日 原 ～ 下 大 利 ） 連 続 立 体 交 差 事 業  

ア  事 業 目 的 及 び 概 要  

  地 域 の 交 通 渋 滞 緩 和 と 安 全 性 向 上 を 目 的 と し て ， 福 岡 県 が 事

業 主 体 と な り ， 踏 切 の 廃 止 と 線 路 の 立 体 化 を 推 進 す る 事 業 で あ

る 。  
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春 日 原 駅 を 含 む 連 続 立 体 交 差 事 業 は ， 春 日 原 駅 か ら 下 大 利 駅

の 区 間 約 3.3 キ ロ メ ー ト ル （ う ち ， 春 日 市 内 部 分 0.56 キ ロ メ ー

ト ル ） が 行 わ れ た 。   

    春 日 原 駅 の 高 架 化 は ， 現 在 あ る 線 路 の 両 側 に 構 造 物 を 造 り ，

電 車 を 走 ら せ な が ら 線 路 の 真 上 に 高 架 橋 を 造 っ て 高 架 化 を 行 う

方 法 が 採 用 さ れ た 。  

線 路 は 令 和 ４ 年 ８ 月 28 日 に 高 架 切 替 え が 行 わ れ た 。  

高 架 切 替 え 後 は ， 地 上 線 路 上 の レ ー ル や 走 行 す る た め の 電 気

系 統 を 撤 去 し ， 安 全 性 向 上 の た め の 地 中 梁 を 構 築 し た 。 最 後 に

高 架 駅 の 建 築 を 行 い 令 和 ６ 年 11 月 末 に 完 成 し た 。  

高 架 し た 新 し い 春 日 原 駅 の デ ザ イ ン に は 春 日 市 の 「 春 」 の 漢

字 を 取 り ， 桜 を 取 り 入 れ た 柄 が 採 用 さ れ て い る 。  

新 し い 駅 が 完 成 し た 後 は ， 残 工 事 を 行 い ， 令 和 ６ 年 度 末 に 工

事 は 完 了 し た 。  

令 和 ７ 年 度 か ら ８ 年 度 は 工 事 補 償 が 進 め ら れ て い る 。  

  イ  効 果  

   (ｱ) 交 通 渋 滞 の 解 消  

     踏 切 に よ る 遮 断 時 間 が な く な る こ と で ， 交 通 渋 滞 が 大 幅 に

減 少 し た 。  

 (ｲ) 安 全 性 の 向 上  

     踏 切 事 故 の リ ス ク が 解 消 さ れ ， 歩 行 者 や 自 転 車 ， 車 両 の 安

全 が 確 保 さ れ た 。  

   (ｳ) 地 域 の 利 便 性 向 上  

     交 通 の 円 滑 化 に よ り ， 通 勤 通 学 時 間 の 短 縮 や 地 域 間 の ア ク

セ ス 性 が 改 善 し た 。  

   (ｴ) 周 辺 環 境 の 整 備 促 進  

     立 体 交 差 に 併 せ て 駅 周 辺 や 道 路 環 境 の 整 備 が 進 み ， ま ち の

活 性 化 に 寄 与 し て い る 。  

 

(4) 西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業  
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  ア  事 業 目 的 等  

西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 は ， 線 路 の 立 体 交 差 化 に 伴 い ， 都

市 化 の 進 展 に よ り 増 加 す る 交 通 量 や 安 全 面 の 課 題 を 解 決 す る た

め ， 春 日 市 が 行 う 事 業 で 平 成 初 期 か ら 計 画 が 始 ま っ た 。  

  イ  計 画 内 容 及 び 進 捗  

   (ｱ) 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル  

     西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 の 一 部 は ， 連 続 立 体 交 差 事 業 が

完 了 後 に 工 事 可 能 と な る こ と か ら ， 着 工 可 能 箇 所 か ら 随 時 工

事 を 行 い ， 令 和 ９ 年 ３ 月 末 の 完 了 を 予 定 し て い る 。  

   (ｲ) 周 辺 道 路  

駅 へ の ア ク セ ス 道 路 で あ り 都 市 計 画 道 路 で あ る 春 日 原 駅 前

線 （ 車 道 10 メ ー ト ル ， 歩 道 両 側 各 3.5 メ ー ト ル ） 及 び 線 路 沿

い の 道 路 で あ る 側 道 春 日 原 １ 号 線 ， ２ 号 線 ， ３ 号 線 ， ４ 号 線

の ４ 本 の 側 道 を 整 備 す る 。  

歩 道 は マ ウ ン ド ア ッ プ と い う 歩 行 者 に と っ て 歩 き に く い 構

造 か ら バ リ ア フ リ ー に 特 化 し た セ ミ フ ラ ッ ト 構 造 の 歩 道 に 整

備 さ れ る 予 定 で あ る 。  

   (ｳ) 駅 前 周 辺  

東 西 に 駅 前 広 場 ロ ー タ リ ー を 整 備 し ， 停 車 車 両 を 分 け る こ

と で 安 全 性 を 確 保 す る 設 計 と な っ て い る 。  

令 和 ６ 年 度 に 春 日 原 駅 の 高 架 化 が 完 了 し た こ と か ら ， 令 和

７ 年 度 か ら 工 事 を 行 っ て い る 。    

西 口 駅 前 広 場 は ， 路 線 バ ス ， コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ， タ ク シ ー

が 使 用 し ， 公 共 交 通 の つ な が り 強 化 ， 利 便 性 向 上 を 目 的 と し

て い る 。 雨 風 や 日 差 し を 防 ぐ た め の シ ェ ル タ ー （ 幅 ５ メ ー ト

ル ） が 設 置 さ れ ， シ ェ ル タ ー に は 駅 舎 と 同 じ よ う に ， 桜 が 舞

う デ ザ イ ン が 採 用 さ れ る 予 定 で あ る 。  

東 口 駅 前 広 場 は ， 主 に 一 般 車 及 び タ ク シ ー が 使 用 す る ロ ー

タ リ ー を 整 備 す る 予 定 で あ る 。  

ま た ， 地 元 自 治 会 等 が イ ベ ン ト を 開 催 で き る ス ペ ー ス と し
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て 活 用 で き る よ う 幅 13 メ ー ト ル の 歩 道 を 整 備 予 定 で あ る 。  

東 口 駅 前 広 場 に つ い て も 西 口 と 同 様 に 桜 の デ ザ イ ン の シ ェ

ル タ ー を 設 置 す る 予 定 で あ る 。  

人 が 歩 い て い て 歩 き や す い ， 歩 き た く な る よ う な 歩 道 を 目

指 し ， 駅 周 辺 の 歩 道 で は ， ス ト リ ー ト プ リ ン ト と 呼 ば れ る 工

法 を 採 用 し ， 石 畳 の よ う な 美 し い 見 た 目 と 耐 久 性 の 高 さ を 実

現 し て い る 。 ま た ， 歩 道 に は ， と こ ろ ど こ ろ に 桜 の デ ザ イ ン

を 施 し て い る 。  

現 在 は 主 要 な 土 木 工 事 は 完 了 し ， 美 装 工 事 等 の 仕 上 げ 段 階

に あ る 。  

   (ｴ) 商 店 街 通 り  

春 日 駅 周 辺 に は 駅 を 挟 ん で 東 西 に ２ つ の 商 店 街 が 位 置 し て

い る 。 地 域 の 活 性 化 を 目 的 に 東 西 の 商 店 街 通 り （ 市 道 112 号

線 ・ 市 道 117 号 線 ） を 併 せ て 整 備 し ， 将 来 ， 道 路 を フ ラ ッ ト

に す る 整 備 等 を 計 画 し て い る 。  

   (ｵ) 高 架 下 空 間 利 用  

春 日 市 域 の 高 架 下 空 間 は 564 メ ー ト ル （ 隣 接 す る 大 野 城 市

の 高 架 下 空 間 は 2.3 キ ロ メ ー ト ル ） で あ り ， 駅 部 が 247 メ ー

ト ル ， 一 般 部 が 317 メ ー ト ル と な っ て い る 。  

西 日 本 鉄 道 株 式 会 社 が 高 架 下 に 東 西 改 札 を 通 ら ず 行 き 来 す

る こ と の で き る 外 コ ン コ ー ス を 設 置 し ， 商 業 ス ペ ー ス の 工 事

を 進 め て い る 。  

春 日 市 は 高 架 下 に 交 番 を 移 転 す る ほ か ， 市 民 ア ン ケ ー ト の

結 果 か ら ， 要 望 の 多 か っ た 駅 利 用 者 の た め の 自 転 車 駐 輪 場 を

整 備 す る 計 画 で あ る 。  

ウ  地 域 住 民 や 商 店 街 と の 連 携  

     春 日 市 は ， 住 民 説 明 会 を 定 期 的 に 開 催 し ， 進 捗 報 告 や 意 見 交

換 を 実 施 し て い る ほ か ， 商 店 街 か ら の 意 見 は ， 専 用 の 窓 口 や ワ

ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ て 継 続 的 に 収 集 し ， 可 能 な 限 り 計 画 に 反 映

し て い る 。  
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ま た ， 工 事 に よ る 影 響 を 最 小 限 に す る た め ， 工 期 や 作 業 時 間

の 調 整 ， 情 報 発 信 を 強 化 し て い る 。  

    そ の ほ か ， 地 域 イ ベ ン ト へ の 協 力 や コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 支 援 を

積 極 的 に 行 い 良 好 な 関 係 構 築 に 努 め て い る 。  

 

(5) 課 題 に つ い て  

   工 事 に よ る 影 響 と し て ， 一 部 工 区 で の 通 行 規 制 や 騒 音 ・ 振 動 へ

の 住 民 理 解 促 進 と 対 策 強 化 ， 工 事 に よ る 商 店 街 へ の 一 時 的 な 来 客

減 少 へ の 対 応 策 が 挙 げ ら れ た 。  

 ま た ， 予 算 に つ い て は ， 年 度 ご と に 細 か く 管 理 さ れ ， 計 画 段 階

で 詳 細 な コ ス ト 見 積 も り と 厳 格 な 工 事 管 理 が 行 わ れ て い る が ， 今

後 ， 物 価 変 動 や 追 加 工 事 発 生 時 に 対 応 で き る 柔 軟 か つ 厳 密 な 予 算

管 理 が 求 め ら れ る こ と ， 新 た な 施 設 や 設 備 の 維 持 管 理 と 予 算 確 保

が 必 要 と な る こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ た 。  

 

(6) そ の 他  

初 め に ， 春 日 市 議 会 内 の 会 議 室 で 理 事 者 に よ る 説 明 を 受 け た 後 ，

西 鉄 春 日 原 駅 及 び 駅 周 辺 の 視 察 を 行 っ た 。  

 

―  春 日 市 議 会 ・ 西 鉄 天 神 大 牟 田 線 春 日 原 駅  ―  
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・ 福 岡 県 北 九 州 市 (地 域 公 共 交 通 の 活 性 化 に つ い て ) 

   北 九 州 市 都 市 戦 略 局 計 画 部 都 市 交 通 政 策 課 に よ る 説 明 。  

(1)  北 九 州 市 の 概 要  

   北 九 州 市 は ， 昭 和 38 年 に ５ 市 合 併 に よ り 誕 生 し た 九 州 最 北 端 に

位 置 す る 市 で ， ７ つ の 行 政 区 で 構 成 さ れ て い る 。  

面 積 は 491.71 平 方 キ ロ メ ー ト ル ， 人 口 は ， 令 和 ６ 年 ６ 月 １ 日 現

在 で 91 万 516 人 で あ る 。  

人 口 は 昭 和 54 年 を ピ ー ク に 減 少 し て お り ， 高 齢 化 率 は 20 政 令

市 の 中 で 最 も 高 く な っ て い る 。  

 

(2)  北 九 州 市 に お け る 地 域 公 共 交 通 の 状 況  

北 九 州 市 の 公 共 交 通 利 用 者 は ， 昭 和 40 年 か ら 令 和 ５ 年 の 間 に 約

70％ 減 少 し て い る 。 平 成 13 年 か ら 令 和 ５ 年 の 間 に は 79 路 線 ，

205 キ ロ メ ー ト ル の バ ス 路 線 が 廃 止 さ れ 、 最 近 で は さ ら に ３ 路 線

が 廃 止 さ れ て い る 。  

     ま た ， 北 九 州 市 内 で は 運 転 手 不 足 が 深 刻 化 し て お り ， タ ク シ ー

運 転 手 は コ ロ ナ 前 に 比 べ て 900 人 減 少 ， バ ス 運 転 手 は 50 人 不 足 し

て い る 。 こ う し た 状 況 に よ り ， バ ス に お い て は ， 路 線 廃 止 や 減 便 ，

タ ク シ ー に お い て は ， 夜 間 の 時 間 帯 空 白 や 供 給 不 足 が 懸 念 さ れ て

い る 。  

 

(3)  移 動 手 段 確 保 と し て の 取 組  

  北 九 州 市 で は ， 幹 線 の バ ス 停 あ る い は 店 舗 や 病 院 等 に 向 か う 手

段 と し て ， バ ス 事 業 者 が 主 体 と な っ て 路 線 バ ス が 運 行 さ れ て い る

が ， 利 用 者 減 少 や 収 支 悪 化 に よ り 効 率 的 な 運 行 が 難 し い 場 合 は ，

小 型 バ ス を 導 入 し ， 路 線 の 延 命 化 を 図 っ て い る 。  

さ ら に 需 要 が 減 少 し た 場 合 は ， お で か け 交 通 を 導 入 し ， お で か

け 交 通 も 成 り 立 た な い 地 域 に つ い て は ， タ ク シ ー に よ る 個 別 輸 送

と な り ， 北 九 州 市 で は ， タ ク シ ー の 配 車 が ス ム ー ズ に い く よ う タ

ク シ ー 協 会 と 連 携 を 取 っ て い る 。  
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(4) お で か け 交 通  

ア  概 要  

公 共 交 通 空 白 地 域 （ 鉄 道 駅 か ら 500 メ ー ト ル 以 上 ， か つ バ ス

停 か ら 300 メ ー ト ル 以 上 離 れ た 地 域 ） に お い て ， 地 域 住 民 の 日

常 生 活 や 外 出 を 支 援 す る 生 活 交 通 を 確 保 す る た め ， 住 民 ， タ ク

シ ー 事 業 者 ， 北 九 州 市 の 連 携 に よ り ， 一 定 の 採 算 性 の 確 保 を 前

提 に ， ジ ャ ン ボ タ ク シ ー や 相 乗 り タ ク シ ー な ど を 運 行 す る も の

で あ る 。  

お で か け 交 通 を 導 入 す る 際 は ， 地 域 住 民 か ら 市 に お で か け 交

通 導 入 希 望 の 相 談 を 受 け ， 地 域 住 民 と 市 が 協 議 ， 需 要 を 確 認 の

上 ， タ ク シ ー 協 会 に 運 行 事 業 者 の 推 薦 依 頼 を 行 う 流 れ と な っ て

い る 。  

運 行 に お い て ， 北 九 州 市 は 地 域 住 民 ， 交 通 事 業 者 と の 協 議 ・

調 整 ， 運 行 に 関 す る 助 言 ・ 指 導 ， 運 行 経 費 や 車 両 の 調 達 費 の 支

援 を 行 い ， 地 域 住 民 は ， 積 極 的 な 利 用 ， 協 賛 金 の 確 保 等 ， 収 支

を 賄 う 取 組 を 行 い ， 交 通 事 業 者 は 継 続 的 な 運 行 ， 低 コ ス ト 運 行

の 工 夫 を 行 う な ど ， ３ 者 が 役 割 を 担 い な が ら 事 業 を 継 続 し て い

る 。  

イ  経 緯  

お で か け 交 通 は 八 幡 東 区 の 枝 光 地 区 で 始 ま っ た 。  

枝 光 地 区 は ， 官 営 八 幡 製 鉄 所 の 創 業 に よ り 道 路 が 狭 隘 な 傾 斜

地 に 住 宅 が 形 成 さ れ ， 住 宅 地 下 の 平 地 に 商 店 街 が 発 展 し て い た 。

そ の 後 ， 製 鉄 所 本 事 務 所 の 移 転 や ， 大 型 商 業 施 設 の 開 店 ， 住 民

の 高 齢 化 な ど に よ り ， 商 店 街 ， 住 宅 地 と も に 衰 退 の 危 機 に あ っ

た 。  

そ こ で ， 住 民 の 外 出 を 支 援 す る た め ， 地 域 住 民 ， 交 通 事 業 者 ，

北 九 州 市 の ３ 者 の 連 携 に よ り ， 平 成 12 年 に 枝 光 や ま さ か 乗 合 ジ

ャ ン ボ タ ク シ ー が 誕 生 し た 。  

枝 光 地 区 で は 現 在 も 運 行 を 継 続 し て お り ， 生 活 交 通 の 確 保 及

び 商 店 街 の 活 性 化 に 寄 与 し て い る 。  
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枝 光 地 区 を 皮 切 り に 現 在 は 10 地 区 で 運 行 を 行 っ て い る 。  

ウ  運 行 形 態  

定 時 定 路 線 型 と 予 約 に 応 じ て 走 る 自 由 経 路 型 の 相 乗 り タ ク シ

ー を 需 要 の 大 小 で 選 択 す る 。 現 在 ， ８ 地 区 が 定 路 線 型 ， ２ 地 区

が 自 由 経 路 型 と な っ て い る 。  

自 由 経 路 型 の 相 乗 り タ ク シ ー は ， 自 宅 と 幹 線 の バ ス 停 と 店 舗

の ３ つ を 結 ぶ も の で ， 相 乗 り タ ク シ ー の 決 め ら れ た エ リ ア に 住

む 人 で あ れ ば 前 日 ま で に 電 話 予 約 し 利 用 す る こ と が で き る 。  

運 行 時 間 は 一 般 の タ ク シ ー の 繁 忙 時 間 を 避 け ， 場 所 は 路 線 バ

ス の バ ス 停 ま で に す る こ と で ， 既 存 の 交 通 事 業 者 の 運 行 に 影 響

が な い 形 で 運 用 し て い る 。  

目 的 地 や 便 数 に つ い て は ， 予 約 率 及 び 相 乗 り 率 と い う ２ つ の

指 標 を 設 け ， 地 域 で 組 織 さ れ る 運 営 委 員 会 に お い て 話 合 い で 決

め ら れ て い る 。  

 

(5) 北 九 州 市 の 支 援  

ア  運 行 経 費 の 一 部 助 成  

交 通 事 業 者 の 収 支 が 赤 字 の 際 に 運 行 経 費 を 一 部 助 成 す る 。  

  バ ス 事 業 者 が 運 営 す る 小 型 バ ス ， お で か け 交 通 の 定 路 線 型 は ，

運 行 経 費 の ２ 分 の １ ， ま た は 赤 字 額 の い ず れ か 少 な い ほ う を 助

成 し ， お で か け 交 通 の 自 由 経 路 型 は ， 運 行 経 費 の ４ 分 の 2.7， ま

た は 赤 字 額 の い ず れ か 少 な い 額 を 助 成 す る 。  

イ  交 通 事 業 者 に よ る 車 両 購 入 ・ リ ー ス 費 用 へ の 助 成  

交 通 事 業 者 が 車 両 購 入 に 要 す る 費 用 に 最 大 400 万 円 ， ま た は

800 万 円 を 助 成 す る 。 リ ー ス の 場 合 は ， １ 年 当 た り 80 万 円 を 助

成 す る 。  

ウ  運 行 開 始 時 の バ ス 等 整 備 等 の 助 成  

交 通 事 業 者 が 運 行 開 始 時 の バ ス 停 整 備 等 に 要 す る 費 用 に ， 最

大 160 万 円 を 助 成 す る 。  

エ  利 便 性 向 上 設 備 導 入 の 助 成  
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交 通 事 業 者 が キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 等 の 利 便 性 向 上 設 備 の 導 入

に 要 す る 費 用 に 最 大 100 万 円 を 助 成 す る 。  

オ  利 用 促 進 に 係 る 支 援  

  北 九 州 市 で は 交 通 安 全 対 策 事 業 の 推 進 を 目 的 と し た 寄 附 を 受

け ， 北 九 州 市 交 通 安 全 対 策 事 業 推 進 基 金 を 設 置 し ， そ の 活 用 の

１ つ と し て 利 用 促 進 に 係 る 支 援 を 行 っ て い る 。 具 体 的 に は ， 定

期 券 や 回 数 券 新 設 へ の 助 成 （ 設 定 額 の 30％ 相 当 ） や ， 分 か り や

す い バ ス 停 表 示 ， 啓 発 チ ラ シ 等 の 地 域 と 交 通 事 業 者 が 協 働 し て

行 う 利 用 促 進 活 動 経 費 に 対 し て ， 定 路 線 型 は 最 大 40 万 円 ， 自 由

経 路 型 や 最 大 10 万 円 助 成 す る 。  

 

(6) 交 通 空 白 解 消 に 向 け た 「 北 九 州 モ デ ル 」 の 取 組  

ア  実 施 体 制 等  

運 転 手 不 足 に よ る 交 通 空 白 発 生 を 予 防 す る た め ， 交 通 空 白 解

消 等 北 九 州 モ デ ル 推 進 会 議 を 設 立 し ， 北 九 州 市 と 交 通 事 業 者 が ，

運 転 手 確 保 や 利 便 性 向 上 ， 人 事 交 流 を 見 据 え ， 連 携 協 力 を 行 っ

て い る 。  

本 事 業 は ， 令 和 ７ 年 ４ 月 に 国 土 交 通 省 の 「 交 通 空 白 」 解 消 緊

急 対 策 事 業 に 採 択 さ れ ， 同 年 ６ 月 に 「 交 通 空 白 」 解 消 パ イ ロ ッ

ト プ ロ ジ ェ ク ト に 選 定 さ れ て い る 。  

イ  内 容  

(ｱ) お で か け 交 通 に 地 域 人 材 活 用  

地 域 住 民 か ら お で か け 交 通 の 導 入 希 望 が あ り ， タ ク シ ー 協

会 に 運 行 事 業 者 の 推 薦 依 頼 を 行 っ て も 運 転 手 不 足 に よ り 事 業

者 が 見 つ か ら な い ケ ー ス が 発 生 し て い る 。 北 九 州 市 で は ， 事

業 自 体 の 継 続 が 難 し く な る 危 惧 か ら ， 交 通 事 業 者 で は で き な

か っ た 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ で 運 転 手 募 集 を 行 っ て い る 。  

応 募 者 は ， 交 通 事 業 者 の 採 用 試 験 ， 教 習 を 受 け ， お で か け

交 通 に 乗 務 す る 。 二 種 免 許 取 得 に つ い て は 北 九 州 市 が 支 援 す

る 。  
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一 連 の 取 組 が 全 て 成 立 す れ ば ， 九 州 初 の 取 組 と な る 。  

本 取 組 に よ り ， 自 分 た ち で 自 分 た ち の 交 通 を 守 っ て い く 地

域 貢 献 の 意 識 向 上 に つ な げ る こ と を 狙 い と し て い る 。  

運 転 手 募 集 に つ い て ， 視 察 日 時 点 で ， 既 に 数 件 問 合 せ が き

て い る と の こ と だ っ た 。  

(ｲ) お で か け 交 通 の 利 便 性 向 上  

     お で か け 交 通 の 予 約 が で き る よ う ア プ リ の 開 発 を 行 っ て い

る 。  

(ｳ) 業 界 を 超 え た 運 転 手 募 集  

運 転 手 の 募 集 に つ い て は ， こ れ ま で 事 業 者 が 独 自 に 体 験 会

や 募 集 案 内 等 を 行 っ て い た 。  

そ う し た 取 組 に 加 え ， 北 九 州 市 が 業 界 を 超 え た プ ロ モ ー シ

ョ ン 活 動 を 主 導 し ， 大 手 交 通 事 業 者 の ノ ウ ハ ウ の 共 有 や ， 業

界 全 体 の 魅 力 を ア ピ ー ル す る 取 組 を 行 っ て い る 。  

具 体 的 に は ， 現 役 ド ラ イ バ ー と の 交 流 会 ， バ ス 運 転 体 験 や

タ ク シ ー の 操 作 体 験 ， 合 同 企 業 説 明 会 等 を 交 通 モ ー ド を 問 わ

ず 展 開 す る こ と で ， 運 転 手 の 全 体 数 を 底 上 げ し て い く 取 組 に

行 政 が 積 極 的 に 関 与 し て い る 。  

   

(7) 課 題  

ア  公 共 交 通 全 般 に お け る 課 題  

路 線 バ ス の 減 便 が 広 が っ て い く 状 況 に お い て ， 将 来 を 見 据 え ，

公 共 交 通 を 利 用 す る こ と や ド ラ イ バ ー へ の 参 画 を 通 し て ， 公 共

交 通 を 地 域 で 守 る と い う 市 民 の 意 識 や 理 解 を 得 る こ と が 必 要 で

あ る 。  

イ  北 九 州 モ デ ル に お け る 課 題  

    北 九 州 モ デ ル と し て 行 っ て い る 運 転 手 募 集 に つ い て は ， 事 業

者 間 で の 人 材 の 奪 い 合 い に な ら な い よ う ， 他 業 種 ， 経 験 者 ， 新

規 の 若 手 採 用 な ど ， 新 た な 人 材 の 登 用 が 必 要 で あ る 。  
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―  北 九 州 市 議 会 ―  

  

 

  ・ 大 分 県 大 分 市 (交 通 環 境 対 策 の 取 組 に つ い て ) 

大 分 市 都 市 計 画 部 都 市 交 通 対 策 課 に よ る 説 明 。  

(1)  大 分 市 の 概 要  

   大 分 市 は ， 九 州 の 東 端 ， 東 九 州 軸 の 北 部 ， 瀬 戸 内 海 の 西 端 に 位

置 し ， 九 州 で も 有 数 の 広 い 市 域 を 有 し て い る 。  

面 積 は 502.39 平 方 キ ロ メ ー ト ル ， 令 和 ７ 年 ３ 月 末 現 在 の 人 口 は

47 万 1,290 人 で あ る 。  

大 分 市 人 口 ビ ジ ョ ン （ 令 和 ７ 年 ３ 月 策 定 ） に よ る と ， 人 口 は 平

成 28 年 を ピ ー ク に 人 口 減 少 局 面 に 入 り ， 令 和 ２ 年 か ら 令 和 32 年

ま で の 30 年 間 で 総 人 口 は 約 ６ 万 人 減 少 し ， 高 齢 化 率 は 37％ に 達

す る と 予 測 さ れ て い る 。  

 

(2)  大 分 市 の 公 共 交 通 に お け る 課 題  

   大 分 市 で は 交 通 事 業 者 ２ 社 が 路 線 バ ス を 運 行 し て い る が ， 令 和

５ 年 度 の ２ 事 業 者 合 計 の 乗 務 員 数 は ， 平 成 29 年 度 比 で 70 人 減 の

361 人 ， 運 転 キ ロ 数 は 平 成 29 年 度 度 比 で 2,040 キ ロ メ ー ト ル 減 の

5,336 キ ロ メ ー ト ル に な る な ど ， 深 刻 な 乗 務 員 不 足 や 減 便 傾 向 が

続 い て お り ， 一 部 地 域 で は 路 線 の 休 廃 止 が 顕 在 化 し て い る 。  

   ま た ， 大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 （ 令 和 ４ 年 ３ 月 策 定 ・ 令 和 ７ 年

３ 月 変 更 ） に よ る と ， 平 成 28 年 度 か ら 令 和 ２ 年 度 ま で の ５ 年 間 で
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バ ス 利 用 者 数 は 約 28％ ， タ ク シ ー 利 用 者 数 は 約 43％ 減 少 し て い る 。  

一 方 ， 大 分 市 内 で は ， 令 和 元 年 以 降 ， 毎 年 度 2,000 人 ほ ど の 高

齢 者 等 が 運 転 免 許 を 返 納 し て お り ， 高 齢 者 を は じ め と す る 市 民 の

移 動 手 段 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。  

 

(3)  大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画  

   大 分 市 で は ， 公 共 交 通 利 用 者 が 減 少 す る 中 ， 市 民 一 人 一 人 が 公

共 交 通 の 利 用 を 意 識 し な け れ ば 、 公 共 交 通 を 維 持 す る こ と は 困 難

で あ る と し ， 市 民 ， 交 通 事 業 者 ， 行 政 が 連 携 し ， 誰 も が 快 適 に 移

動 で き る 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 目 指 す こ と を 基 本 理 念 と

し た 大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 を 令 和 ４ 年 に 策 定 し た （ 令 和 ７ 年 ３

月 変 更 ） 。  

   大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 で は ， 地 域 公 共 交 通 の 基 本 方 針 と し て ，

① 全 て の 人 が 住 み 慣 れ た 場 所 で 安 心 し て 生 活 で き る 公 共 交 通 の 維

持 ・ 活 性 化 ， ② 風 格 と に ぎ わ い の あ る 都 市 拠 点 や 地 域 の 特 性 を 生

か し た 個 性 的 で 魅 力 あ る 地 区 拠 点 の 形 成 を 支 え る 公 共 交 通 ネ ッ ト

ワ ー ク の 構 築 ， ③ 利 用 者 の ニ ー ズ に 合 っ た 効 果 的 な 公 共 交 通 ネ ッ

ト ワ ー ク の 構 築 ， ④ 市 民 や 来 街 者 ， 誰 も が 分 か り や す く 利 用 し や

す い 公 共 交 通 の 環 境 整 備 を 定 め て い る 。  

 

(4)  モ ビ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト 等 を 通 じ た 公 共 交 通 機 関 利 用 促 進 に

向 け た 取 組  

   大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 に 基 づ き ， 公 共 交 通 の 利 用 促 進 （ モ ビ

リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト ） に 取 り 組 ん で い る 。  

  ア  主 な 取 組 内 容  

(ｱ) エ コ 交 通 ま ち づ く り 教 室 （ バ ス の 乗 り 方 教 室 ）  

  市 内 の 小 学 校 を 対 象 に ， 公 共 交 通 の 利 用 に よ る 温 室 効 果 ガ

ス の 削 減 や バ ス の 乗 り 方 ・ 乗 車 マ ナ ー を 学 習 す る 出 前 教 室 を

バ ス 事 業 者 と 共 同 で 実 施 し て い る 。  

  例 年 ， 五 ， 六 校 の 小 学 校 で 実 施 し て お り ， 年 間 の カ リ キ ュ
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ラ ム と し て 対 応 す る 小 学 校 も 増 え て き て い る 。  

令 和 ６ 年 度 は 市 内 ６ 校 で 実 施 し ， 513 人 の 児 童 が 参 加 し た 。  

(ｲ) パ ー ク ア ン ド ラ イ ド  

  中 心 市 街 地 な ど へ の 過 度 な 自 動 車 の 流 入 を 軽 減 し ， 交 通 渋

滞 を 緩 和 す る こ と や 公 共 交 通 の 利 用 を 促 進 す る こ と を 目 的 に ，

主 に 郊 外 の 駅 で 自 動 車 か ら 鉄 道 に 乗 り 換 え て 移 動 す る こ と を

進 め て い る 。 ま た ， 民 間 事 業 者 と 連 携 し ， 駅 周 辺 の 駐 車 場 情

報 を 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。  

(ｳ) サ イ ク ル ア ン ド バ ス ラ イ ド  

  自 動 車 か ら 自 転 車 及 び 路 線 バ ス へ の 転 換 に よ る 市 中 心 部 の

渋 滞 緩 和 ， 環 境 負 荷 の 軽 減 ， 路 線 バ ス と 自 転 車 の 利 用 促 進 を

目 的 と し て い る 。  

バ ス 停 近 く の 店 舗 等 の 協 力 を 得 て バ ス 利 用 者 の た め の 専 用

駐 輪 場 13 施 設 を 設 け た 。  

   (ｴ) 公 共 交 通 情 報 ナ ビ  

バ ス や 列 車 の 位 置 情 報 の 確 認 等 が で き る ウ ェ ブ サ ー ビ ス の

案 内 や ， 路 線 バ ス の 割 引 サ ー ビ ス ， サ イ ク ル シ ェ ア の 案 内 等

を 掲 載 し た チ ラ シ 「 公 共 交 通 情 報 ナ ビ 」 を 作 成 し ， 公 共 交 通

の 利 用 促 進 を 図 っ て い る 。 チ ラ シ は 交 通 事 業 者 の 案 内 所 等 で

配 付 し て い る 。  

  イ  他 部 署 と の 連 携  

    大 分 市 が 実 施 す る ， 所 定 の 要 件 を 満 た す 70 歳 以 上 の 高 齢 者 等

が 大 分 市 が 発 行 す る 乗 車 証 で 市 内 路 線 バ ス を １ 乗 車 180 円 （ 一

部 地 域 は 150 円 ） で 利 用 す る こ と の で き る 「 長 寿 応 援 バ ス 事

業 」 と 連 携 し ， 大 分 市 が 主 体 と な り 運 行 す る 乗 り 合 い タ ク シ ー

や 路 線 バ ス 代 替 交 通 に お い て も 同 乗 車 証 を 適 用 し て い る 。  

ウ  効 果  

    公 共 交 通 機 関 利 用 促 進 に 関 す る 事 業 の 効 果 は 短 期 的 に 測 る こ

と が 難 し い こ と か ら ， 大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 で は ， 鉄 道 や バ

ス な ど の 利 用 者 数 を 評 価 指 標 と し て い る 。  
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    令 和 ５ 年 度 の 実 績 は ， 鉄 道 の 乗 車 人 員 は ， 目 標 値 が １ 日 ３ 万

3,000 人 に 対 し ， １ 日 ３ 万 259 人 ， 路 線 バ ス の 乗 降 客 数 は ， 目

標 値 が 年 間 960 万 人 に 対 し ， 年 間 876 万 7,000 人 ， タ ク シ ー 利

用 者 数 は ， 目 標 値 が 年 間 449 万 5,000 人 に 対 し ， 年 間 329 万

9,000 人 で あ っ た 。  

 

 (5) 多 様 な モ ビ リ テ ィ ー サ ー ビ ス の 取 組  

  ア  背 景 と 取 組 内 容  

    高 齢 者 等 の 移 動 困 難 者 の 支 援 や 過 疎 地 域 に お け る 移 動 手 段 の

確 保 ， 運 転 手 不 足 へ の 対 応 等 ， 地 域 公 共 交 通 が 抱 え る 課 題 解 決

に 向 け ， 地 域 公 共 交 通 計 画 の 中 で 新 た な モ ビ リ テ ィ ー サ ー ビ ス

と い う 形 で 位 置 づ け 取 り 組 ん で い る 。  

    グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ は 令 和 ２ 年 度 か ら 実 験 運 行 を 開 始

し ， 令 和 ５ 年 度 か ら 本 格 運 行 に 移 行 し た 。  

自 動 運 転 の 実 証 実 験 は 令 和 ２ 年 度 ， ３ 年 度 に 実 施 さ れ ， 空 飛

ぶ ク ル マ の 試 験 飛 行 は 令 和 ４ 年 度 に ２ 回 実 施 さ れ た 。  

  イ  グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ  

     グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ は ， 市 内 の ３ 地 域 （ 佐 賀 関 地 域 ，

野 津 原 地 域 ， 大 南 地 域 ） で ， 平 日 毎 日 運 行 さ れ て お り ， 利 用 料

金 は 無 料 で あ る 。  

利 用 者 ア ン ケ ー ト で は ９ 割 以 上 が 「 満 足 」 ， 「 ど ち ら か と い

え ば 満 足 」 と 回 答 し て い る 。  

住 宅 地 と 商 業 施 設 や 病 院 等 を 結 ぶ 路 線 や ， 観 光 地 へ の ア ク セ

ス 手 段 と し て 運 行 し て お り ， 利 用 者 数 は 増 加 傾 向 に あ る 。 ア ン

ケ ー ト の 結 果 で は ， 買 物 や 通 院 ， 暮 ら し の 用 事 等 の 日 常 利 用 が

多 く ， 地 域 の 移 動 支 援 と し て 定 着 し て き て い る 。  

グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ は ， 時 速 20 キ ロ メ ー ト ル 未 満 で

公 道 を 走 る こ と か ら ， 他 の 交 通 に 影 響 を 与 え る 交 通 量 の 多 い 地

域 は 不 向 き で あ る 。 ま た ， 電 動 車 で あ る こ と か ら バ ッ テ リ ー 残

量 を 考 慮 し た 移 動 範 囲 と し な け れ ば な ら ず ， ル ー ト や 運 行 エ リ
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ア の 選 定 ， 運 行 便 数 に 留 意 が 必 要 と な る 。  

ま た ， 特 殊 車 両 の た め ， 修 理 可 能 な 工 場 が 限 ら れ る こ と や 修

理 期 間 の 長 期 化 が 課 題 と し て 挙 げ ら れ た 。  

 

(6) 自 転 車 の 利 用 促 進 の 取 組  

ア  計 画  

大 分 市 で は 平 成 18 年 に 大 分 市 自 転 車 利 用 基 本 計 画 を 策 定 し ，

自 転 車 ル ー ル ・ マ ナ ー の 啓 発 や 自 転 車 通 行 空 間 の 整 備 ， 放 置 自

転 車 対 策 ， イ ベ ン ト 開 催 な ど 総 合 的 に 自 転 車 に 関 す る 施 策 を 展

開 し て き た 。  

令 和 ２ 年 に 大 分 市 自 転 車 活 用 推 進 計 画 ， 令 和 ７ 年 に 第 ２ 次 大

分 市 自 転 車 活 用 推 進 計 画 を 策 定 し ， 都 市 環 境 ， 健 康 ， 観 光 ， 思

い や り の ４ 分 野 に 分 け て 取 組 を 実 施 し て い る 。  

  イ  都 市 環 境 分 野 に お け る 課 題 及 び 取 組  

(ｱ) 課 題  

     自 転 車 通 行 空 間 の 整 備 を 進 め 安 全 で 快 適 な 利 用 環 境 の 整 備

が 必 要 で あ り ， 自 転 車 通 行 空 間 の 整 備 に 当 た っ て は 鉄 道 駅 や

学 校 等 ， 自 転 車 利 用 の 多 い 地 域 を 重 点 的 に 進 め る こ と が 必 要

で あ る 。 ま た ， 公 共 交 通 と 自 転 車 の 連 携 を 促 し ， 交 通 渋 滞 緩

和 ， 移 動 の 利 便 性 を 向 上 す る こ と が 課 題 と な っ て い る 。  

(ｲ) 取 組  

自 転 車 通 行 空 間 の 整 備 を 進 め る と と も に ， 大 分 市 自 転 車 盗

駐 車 場 整 備 計 画 に 基 づ き ， 中 心 市 街 地 及 び 大 分 駅 周 辺 の ほ か

駐 輪 需 要 が 高 い 駅 周 辺 へ の 公 共 駐 輪 場 整 備 を 行 っ て い る 。  

条 例 に 基 づ く 放 置 自 転 車 対 策 や ， 保 管 期 限 を 過 ぎ た 放 置 自

転 車 を 活 用 し た レ ン タ サ イ ク ル 事 業 ， 交 通 利 便 性 の 向 上 や 公

共 交 通 の 補 完 ， 駐 輪 場 不 足 解 消 ， 市 街 地 の 回 遊 性 向 上 な ど を

目 的 と し た シ ェ ア サ イ ク ル 普 及 促 進 事 業 ， サ イ ク ル ア ン ド バ

ス ラ イ ド 事 業 を 行 っ て い る 。  

  ウ  健 康 分 野 に お け る 課 題 及 び 取 組  
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(ｱ) 課 題  

     自 転 車 の 日 常 利 用 促 進 ， 自 転 車 を 利 用 し た 健 康 づ く り や 効

果 等 の 情 報 発 信 が 必 要 で あ り ， 乗 る き っ か け を 増 や す こ と が

課 題 と し て 挙 げ ら れ て い る 。  

(ｲ) 取 組  

     電 動 ア シ ス ト 自 転 車 を 一 定 期 間 貸 し 出 す 電 動 ア シ ス ト 自 転

車 普 及 促 進 事 業 や ， 企 業 に 対 し ， 自 転 車 通 勤 や 自 転 車 の 業 務

利 用 促 進 啓 発 を 行 っ て い る 。  

     電 動 ア シ ス ト 自 転 車 は ， 坂 道 の 多 い 地 形 特 性 や 高 齢 化 社 会

に 対 応 し 得 る 移 動 手 段 と し て 期 待 さ れ て お り ， 電 動 ア シ ス ト

自 転 車 普 及 促 進 事 業 は 18 歳 以 上 の 方 を 対 象 に 貸 し 出 さ れ た 。  

  エ  観 光 分 野 に お け る 課 題 及 び 取 組  

(ｱ) 課 題  

     自 転 車 利 用 環 境 の 整 備 や ， 他 自 治 体 等 と 連 携 し な が ら 広 域

的 な サ イ ク リ ン グ ル ー ト に 関 す る 情 報 発 信 を 行 う な ど の 自 転

車 で 観 光 し や す い 環 境 づ く り が 必 要 と な っ て い る 。  

(ｲ) 取 組  

     に ぎ わ い の 創 出 に よ る 中 心 市 街 地 の 活 性 化 ， 新 た な 観 光 振

興 を 目 的 と し た 自 転 車 ロ ー ド レ ー ス の 国 際 大 会 開 催 や ， 新 設

の 道 の 駅 に サ イ ク ル ス テ ー シ ョ ン ・ シ ェ ア サ イ ク ル ポ ー ト の

設 置 ， サ イ ク ル ツ ー リ ズ ム 推 進 事 業 を 行 っ た 。  

  オ  思 い や り 分 野 に お け る 課 題 及 び 取 組  

(ｱ) 課 題  

     自 転 車 ル ー ル ・ マ ナ ー や 自 転 車 の 安 全 利 用 に 関 す る 啓 発 が

必 要 で あ る 。 ま た ， 災 害 時 に 備 え ， 自 転 車 を 活 用 し た 取 組 が

必 要 で あ る 。  

(ｲ) 取 組  

自 転 車 損 害 賠 償 保 険 の 重 要 性 と 加 入 の 必 要 性 ， 自 転 車 安 全

利 用 五 則 に つ い て の 周 知 啓 発 や ， 小 ・ 中 学 生 や そ の 保 護 者 を

対 象 に 自 転 車 ル ー ル ・ マ ナ ー を 主 題 と す る 教 室 の 実 施 ， 「 自
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転 車 マ ナ ー ア ッ プ 推 進 モ デ ル 」 の 指 定 ， 校 警 察 等 と 連 携 し た

街 頭 啓 発 の 実 施 を 行 っ て い る 。  

 

(7) さ ら な る Ｄ Ｘ 化 を 含 め た 地 域 公 共 交 通 の 今 後 の 展 望  

交 通 施 策 を 体 系 的 に 整 理 し ， 他 自 治 体 の 取 組 を 注 視 し な が ら 改

善 案 を 検 討 し て い る 。 運 転 手 不 足 等 の 大 分 市 の 抱 え る 課 題 に つ い

て ， 庁 内 横 断 的 な 検 討 を 今 年 度 開 始 し た 。  

 

 (8) そ の 他  

始 め に ， 理 事 者 か ら 説 明 を 受 け た 後 ， グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ

ィ 及 び 空 飛 ぶ ク ル マ に 関 す る 動 画 を 視 聴 し た 。  

 

― 大 分 市 議 会  ―  

  

 

７  そ の 他  

  特 に な し  

 

８  実 施 結 果 に 対 す る 所 感 ， 意 見 等  

  視 察 等 個 別 部 分 報 告 書 の と お り  



第３号様式（第４関係） 

 

視察等個別部 分報 告書  作成者氏名  清水  仁恵  

１  視察（研 修・ 視察研修）の 実施 名称 （テーマ ）  

令和７年度  建設 委員会  行政 視察  

２  実施結果 に対 する所感，意 見等  

（質疑・意見 交換 した内容，今 後の 市政に生かす べき 点等）  

福 岡 県 春 日 市  西 鉄 天 神 大 牟 田線 連 続 立 体 交 差 事業 及 び 西 鉄 春 日 原駅

周辺 整 備事 業 に つ いて  

春 日 市 で は 西 鉄 天 神 大 牟 田 線 連 続 立 体 交 差 事 業 と 、 そ れ に 伴 う 西 鉄

春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 が 平 成 初 期 か ら 現 在 に 至 る ま で 続 い て お り 、調

布 市 と 同 様 の 状 況 で あ る こ と か ら 、 春 日 原 駅 及 び 駅 周 辺 を 歩 き な がら

視 察 を 行 っ た 。 既 に 鉄 道 は 高 架 に 切 り 替 え が 令 和 ４ 年 に 完 了 し て お

り 、 見 た 目 に は 鉄 道 部 に お い て は 完 成 し て い る 様 に 見 受 け ら れ た が、

工 事 補 償 が 令 和 ８ 年 度 ま で 実 施 さ れ る と の こ と で あ っ た 。 遮 断 機 の撤

去 さ れ た 旧 踏 切 道 の 高 架 化 を 見 る こ と が で き た た め 、 今 後 本 市 に おけ

る 、 つ つ じ ヶ 丘 駅 ・ 柴 崎 駅 周 辺 の 開 か ず の 踏 切 解 消 に 向 け た イ メ ージ

が湧くもので あっ た。  

春 日 市 も 本 市 同 様 、 福 岡 中 心 部 ま で 10 ㎞ 程 度 で あ る こ と か ら 、 ベ

ッ ト タ ウ ン と し て 発 展 し て き た 歴 史 を 持 ち 、 人 口 も 増 加 を 辿 っ て 来て

い る 。 春 日 市 の 人 口 規 模 は 調 布 市 の 半 分 以 下 と は い え 、 類 似 す る まち

の 発 展 と い っ た 観 点 か ら 、 両 市 の 市 民 ニ ー ズ に は 一 定 の 親 和 性 が ある

ものと推測し てい る。  

春 日 原 駅 駅 舎 は 既 に 完 成 し て お り 、 今 後 西 鉄 が 商 業 施 設 を オ ー プ ン

す る 運 び と の こ と で あ っ た 。 春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 で は 、 西 口 と 東口

２ カ 所 に ロ ー タ リ ー を 備 え た 駅 前 ひ ろ ば が 設 け ら れ る 予 定 で あ り 、西

口 駅 前 広 場 は 公 共 交 通 の つ な が り を 強 化 し 利 便 性 を 高 め 、 東 口 駅 前広

場は、一般車 の利 用がメインと なる 予定だそうだ 。  

公 共 サ イ ン や シ ェ ル タ ー （ 屋 根 ） や ベ ン チ 、 プ ラ ン タ ー な ど の 仕 様

も 事 例 を 列 挙 し 、 市 民 に 分 か り 易 く 公 開 さ れ て い る 。 透 水 性 を 備 えた

イ ン タ ー ロ ッ ク を 敷 設 し 、 シ ェ ル タ ー と 同 じ モ チ ー フ が 描 か れ る な

ど、コンセプ トを 持つ 統一され たス タイリッシュ な印 象 を受けた。  
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福 岡 県 施 行 の 連 続 立 体 交 差 事 業 は 今 年 度 末 事 業 完 了 予 定 で あ り 、 春

日 市 施 行 の 西 鉄 春 日 原 駅 周 辺 整 備 事 業 は 、 令 和 ９ 年 に 完 了 予 定 と のこ

とである。  

高 架 下 空 間 利 用 計 画 で は 、 市 と 県 と 民 間 の 役 割 が 明 確 化 さ れ て お り

分 か り 易 い も の で あ っ た 。 鳥 瞰 図 と と も に 、 事 業 の 早 期 完 了 に 向 け

て 、 引 き 続 き 西 鉄 を は じ め 関 係 機 関 と 協 議 を 行 い な が ら 工 事 を 実 施す

る と い う メ ッ セ ー ジ が 市 キ ャ ラ ク タ ー と 共 に 掲 載 さ れ て お り 、 親 しみ

易く感じた。  

ま た 、 住 民 説 明 会 を 定 期 的 に 開 催 し 、 進 捗 報 告 や 意 見 交 換 が 実 施 さ

れ 、 専 用 窓 口 や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ 、 商 店 街 か ら 意 見 聴 取 を 行 い、

可 能 な 限 り 計 画 へ 反 映 さ せ な が ら 、 地 域 イ ベ ン ト や コ ミ ュ ニ テ ィ 活動

へ の 積 極 的 支 援 に よ り 良 好 な 関 係 構 築 に 努 め て い る と の こ と で あ っ

た。  

調布市におい ては 、本年 1 月 、つ つじヶ丘駅・ 柴崎 駅周辺の開か ず

の 踏 切 解 消 の 早 期 実 現 を 目 指 し 、 あ わ せ て 鉄 道 沿 線 の ま ち づ く り を促

進 し て い く こ と を 目 的 と し て 、 地 域 住 民 ・ 市 議 会 ・ 市 が 一 体 と な った

京 王 電 鉄 京 王 線 （ つ つ じ ヶ 丘 駅 ・ 柴 崎 駅 周 辺 地 区 ） 開 か ず の 踏 切 解消

促 進 協 議 会 が 設 立 さ れ た 。 本 市 に お い て 長 年 の 課 題 と な っ て い る 開か

ず の 踏 切 問 題 解 消 へ 向 け 、 ス タ ー ト に 立 っ た と 言 え る 。 春 日 市 で の見

聞を今後の本 市東 部地区のまち づく りに生かした い。  

 

福岡 県 北九 州市  地域 公 共交 通の 活 性化 に つい て  

北 九 州 市 で は 、 お で か け 交 通 と 官 民 連 携 「 北 九 州 モ デ ル 」 の 取 組 に

つ い て 視 察 を 行 っ た 。 北 九 州 市 で は 1979 年 に 人 口 ピ ー ク を 迎 え 、 こ

の 間 、 人 口 減 少 と 高 齢 化 率 の 高 ま り が 課 題 と な っ て い る 中 、 運 転 手不

足 や 路 線 廃 止 な ど の 問 題 が 加 わ り 、 公 共 交 通 は 危 機 的 な 状 況 に あ ると

いう認識であ った 。 2001 年 ～ 2023 年 にかけ て 79 路 線、 205 ㎞ ものバ

ス 路 線 が 廃 止 と な っ て お り 、 私 ど も が 視 察 に 伺 う 直 前 に も 、 バ ス 会社

か ら 新 た に ３ 路 線 廃 止 の 連 絡 を 受 け た と 担 当 者 が 困 惑 す る と い っ た状

況 で あ る 。 し か し な が ら 、 地 方 に 位 置 す る 北 九 州 市 で は 、 首 都 圏 の都
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市 部 に 位 置 す る 調 布 市 に 比 し て 、 か な り 早 い 段 階 か ら 危 機 感 を 持 ち、

市 民 の 移 動 手 段 の 確 保 に 向 け た 対 策 が 講 じ ら れ て 来 た 経 験 を 有 す るこ

と が 強 み で あ る と 感 じ た 。 バ ス の 小 型 化 に よ る 路 線 の 延 命 化 を は じ

め 、 交 通 空 白 発 生 を 抑 制 す る 取 組 に 時 間 を か け て 官 民 連 携 で 臨 ん で 来

たことが挙げ られ る。  

中 で も 、 タ ク シ ー 事 業 者 と 連 携 し た 「 お で か け 交 通 」 の 取 組 は 興 味

深 い も の で あ っ た 。 公 共 交 通 空 白 地 域 に お い て 、 地 域 住 民 の 日 常 生活

や 外 出 を 支 援 す る 生 活 交 通 を 確 保 す る た め 、 住 民 ・ タ ク シ ー 事 業 者・

市 の 連 携 に よ り 、 一 定 の 採 算 性 の 確 保 を 前 提 に 、 タ ク シ ー 事 業 者 がジ

ャ ン ボ タ ク シ ー や 相 乗 り タ ク シ ー な ど を 運 行 す る も の で あ り 、 公 共交

通 空 白 地 域 と は 「 鉄 道 駅 か ら 500ｍ 以 上 、 か つ バ ス 停 か ら 300ｍ 以 上

の 地 域 」 で あ る こ と が し っ か り と 定 義 さ れ て い る 。 ま た 、 「 お で かけ

交 通 」 に 地 域 人 材 を 活 用 す る こ と 、 お で か け 交 通 の 利 便 性 向 上 を 図る

こ と 、 業 界 を 超 え た 運 転 手 募 集 を 掲 げ る こ と で 「 北 九 州 モ デ ル 」 とさ

れ て お り 、 現 在 １ ０ 地 区 で 運 行 継 続 さ れ て い る 様 に 、 一 定 の 需 要 が見

込 ま れ た 場 合 、 地 域 で 守 っ て い か な け れ ば な ら な い と い う 認 識 で あ

る。  

市 は チ ラ シ 等 を 作 成 し 地 域 で 運 転 手 を 募 集 、 交 通 事 業 者 は 採 用 試 験

や 教 習 を 実 施 し 、 地 域 住 民 が 乗 務 す る と い っ た 一 連 の 流 れ の 中 で 人材

確 保 に 挑 ま れ て い る 中 、 複 数 の バ ス 事 業 者 ・ モ ノ レ ー ル ・ タ ク シ ー事

業 者 が 一 体 と な っ て 、 運 転 体 験 会 や 乗 務 員 座 談 会 ・ ア プ リ 配 車 操 作体

験 な ど の プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 を 行 い 、 ド ラ イ バ ー と い っ た 業 界 全 体の

魅 力 の ア ピ ー ル を 行 う こ と で 求 職 者 の 選 択 肢 が 増 え る こ と で の 相 乗効

果 に よ り 、 運 転 手 全 体 数 の 底 上 げ が 狙 い と な っ て い る 様 に 、 交 通 業界

の 課 題 で あ る 運 転 手 不 足 に 対 す る 行 政 の 積 極 的 な 関 与 が 特 徴 的 で あ

る 。 将 来 を 見 据 え 社 会 的 負 担 を い か に 抑 え ら れ る か 、 お で か け 交 通の

利 用 と ド ラ イ バ ー へ の 参 画 を 通 し て 「 お で か け 交 通 を 地 域 で 守 る 」と

いった市民の 意識 と理解が不可 欠で ある。  

ま た 、 北 九 州 市 で は 交 通 安 全 対 策 事 業 の 推 進 を 目 的 と し 「 北 九 州 市

交 通 安 全 対 策 事 業 推 進 基 金 」 が 設 置 さ れ て い る 。 こ の 基 金 の 一 部 が、
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地 域 と 交 通 事 業 者 が 協 働 し て 実 施 す る 「 分 か り や す い バ ス 停 表 示 」

「 啓 発 チ ラ シ 」 「 地 域 イ ベ ン ト と の 連 携 」 な ど 利 用 促 進 の た め の 活動

や 、 利 用 者 の 定 期 券 ・ 回 数 券 へ の 助 成 に 活 用 さ れ 「 お 出 か け 交 通 」の

利 便 性 向 上 や 利 用 客 増 加 に 寄 与 し て い る 。 北 九 州 モ デ ル の 今 後 の 展開

に注目して行 きた い。  

 

大分 県 大分 市  交 通環 境 対策 の取 組 につ い て  

大 分 市 で は 近 年 交 通 政 策 全 般 の 様 々 な 実 証 実 験 が 実 施 さ れ て い る こ

とから、多岐 に渡 る交通施策の 視察 となった。  

先 ず 、 将 来 的 に 期 待 さ れ る 空 飛 ぶ 車 に 関 す る 取 組 が 2022 年 ・ 2023

年 と ２ か 年 に わ た り 実 施 さ れ 、 九 州 地 方 で の 無 人 初 飛 行 と な っ た

2022 年 には高低 差約 40 メート ル の異なる２地 点間 での試験飛行 が、

2023 年 に は 別 府 湾 で の 海 上 ・ 有 人 飛 行 が 実 施 さ れ た と の こ と で あ

り 、 近 未 来 に お い て 本 取 組 に 準 ず る モ ビ リ テ ィ が 全 国 的 に 標 準 的 な交

通施策となり 得る と示唆された もの と期待を寄せ たい 。  

そ の 他 、 同 じ く 2022 年 に は 自 動 運 転 車 両 の 実 験 運 行 が 期 間 限 定 で

実施され、市 民は 無料で 全 長 1.4 キ ロメートル の運 行ルートを走 行す

る 遠 隔 型 自 動 運 転 車 両 へ の 約 15 分 間 の 乗 車 体 験 が で き た そ う で あ

る。  

こ う い っ た 近 未 来 に 期 待 の で き る 取 組 が 、 昨 今 の 運 転 手 不 足 や 高 齢

化 と い っ た 社 会 背 景 に よ る 公 共 交 通 に 課 せ ら れ た 全 国 的 な 課 題 解 決 に

対応し得る日 が 、 早期に到来す るこ とを願うば か りで ある。  

さ て 、 大 分 市 で は 大 分 市 地 域 公 共 交 通 計 画 に 基 づ き 、 市 民 ・ 交 通 事

業 者 ・ 行 政 が 連 携 し 、 誰 も が 快 適 に 移 動 で き る 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ーク

の 構 築 に 向 け て 、 公 共 交 通 の 利 用 促 進 に 取 り 組 ん で い る 。 し か し なが

ら 、 大 分 市 に お い て も 、 多 分 に 漏 れ ず 市 内 路 線 バ ス に お い て は 深 刻な

乗 務 員 不 足 に よ り 減 便 傾 向 が 続 い て お り 、 一 部 路 線 で は 休 廃 止 が 顕在

化 し て い る 現 状 で あ る 。 一 方 で 、 令 和 元 年 以 降 は 毎 年 度 2000 人 ほ ど

の 高 齢 者 等 が 運 転 免 許 を 返 納 し て い る こ と か ら 、 高 齢 者 等 の 移 動 困難

者 の 支 援 や 、 過 疎 地 域 に お け る 移 動 手 段 確 保 、 乗 務 員 不 足 へ の 対 応が
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課 題 と な っ て い る 。 こ れ ら 課 題 解 決 に 向 け た 取 組 と し て 、 冒 頭 に 記述

し た 空 飛 ぶ 車 や 自 動 運 転 な ど 、 多 様 な 技 術 の 活 用 さ れ た 新 た な モ ビリ

テ ィ サ ー ビ ス の 検 討 が さ れ る 中 に お い て 、 グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ ティ

に つ い て は 、 タ ク シ ー 会 社 に 委 託 し 、 住 宅 地 と 商 業 施 設 や 病 院 等 を結

ぶ 地 域 内 の 運 行 或 い は 観 光 地 へ の ア ク セ ス 手 段 と し て 現 在 も 運 行 され

て お り 、 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 買 い 物 や 通 院 、 暮 ら し の 用 事 等 の 日 常利

用 が 多 く 、 地 域 の 移 動 支 援 と し て 定 着 が 図 ら れ て い る 。 国 土 交 通 省に

よ る と グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ は 、 時 速 20 ㎞ 未 満 で 公 道 を 走 る こ

と が で き る 電 動 車 を 活 用 し た 小 さ な 移 動 サ ー ビ ス で あ り 、 そ の 車 両も

含 め た 総 称 。 導 入 に よ り 、 地 域 が 抱 え る 様 々 な 交 通 の 課 題 の 解 決 や低

炭 素 型 交 通 の 確 立 が 期 待 さ れ る と の こ と で あ る 。 大 分 市 民 に 定 着 する

グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ ィ は 地 域 の 抱 え る 課 題 の み な ら ず 、 環 境 にも

貢献すること ので きるツールな のだ 。  

本 年 、 調 布 市 議 会 第 ３ 回 定 例 会 建 設 委 員 会 で は 、 自 動 運 転 バ ス の 実

証 実 験 に 向 け た 調 査 費 用 3000 万 円 の 増 額 補 正 を 含 む 補 正 予 算 を 審 議

し た 。 理 事 者 の 説 明 に よ る と 、 公 共 交 通 に お け る ミ ニ バ ス 運 行 等 は減

便 や 再 編 が 実 施 さ れ て お り 、 そ の 理 由 と し て 運 転 手 不 足 が 挙 げ ら れ る

こ と か ら 自 動 運 転 技 術 の 導 入 可 能 性 に つ い て 事 業 ス キ ー ム や ル ー トな

ど の 具 体 的 な 調 査 を 行 い 、 そ の 解 決 に 向 け た 検 討 を 行 い た い と の こと

で あ り 、 そ れ を 受 け 委 員 会 に お い て も 議 論 が 深 め ら れ た と こ ろ で あ

る 。 大 分 市 で 視 察 を 行 っ た 取 組 を 参 考 に 、 本 市 に お け る 課 題 解 決 に向

け、委員会に おい てさらに活発 な議 論としたい。  

３  その他（ 今後 の課題・調査 研究 すべきテーマ 等）  

  全 て文中 に記 載。  



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名 佐藤尭彦 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

令和７年度建設委員会行政視察 

（１）福岡県春日市：「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業および西鉄春日

原駅周辺整備事業について」 

（２）福岡県北九州市：「地域公共交通の活性化について」 

（３）大分県大分市：「交通環境対策の取組について」 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

（１）福岡県春日市：「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業および西鉄春日

原駅周辺整備事業について」 

 春日市内の西鉄天神大牟田線の連続立体交差事業と、それに伴う春日原駅

周辺の再開発事業についての視察を行った。西鉄天神大牟田線の連続立体交

差事業および春日原駅の高架化工事は令和６年１１月に完了しており、今は

仕上げの段階にあたっており、駅周辺や駅舎の中などを見学することができ

た。 

連続立体交差事業の実施前、かつての春日原駅周辺にはいわゆる「開かず

の踏切」に近い状態の踏切が複数存在しており、踏切遮断による自動車の渋

滞が多発してしまっていたそうである。また、駅前にバスロータリーや送迎

スペースがなかったことから路上駐車が常態化し、歩道が狭いことから、歩

行者にとって非常に不便な常用となっていしまっていたとも聞いている。こ

れらの状況は調布市内のつつじヶ丘駅や柴崎駅周辺に非常に似通っており、

京王線連続立体交差化事業による柴崎駅前の状況改善および再開発を策定

していく上で大いに参考になると思われる。 

再開発事業において特徴的なのは、駅の東西にロータリーを設けて役割を

分けていることである。東口駅前広場はタクシーに加えて一般車両がするの

に対して、西口駅前広場はタクシーとバスが利用して一般車両は立ち入り禁

止としている。ロータリーを分けることで循環をよくする狙いがあり、決し

て十分とは言えない広さの敷地をいかにスムーズに交通の結節点にしてい



くための工夫が見られた。設計段階では歩行者動線と車両動線の両立が図れ

ており、完成後の様子を是非見てみたいと感じさせるものだった。つつじヶ

丘・柴崎駅周辺の再開発の参考にしていきたい。 

 

（２）福岡県北九州市：「地域公共交通の活性化について」 

 北九州市では交通空白解消に向けた官民連携プロジェクトを実施し、独自

の「おでかけ交通」の普及啓発と運転手募集における「北九州モデル」の確

立に努めている。調布市も路線バスやミニバスの減便といった課題に直面し

ており、是非参考にしていくべき事業である。 

 北九州市ではバス事業者の運行する路線バスの減便した地区において、同

じくバス事業者の運行する小型バス、タクシー事業者が運行する独実の「お

でかけ交通」の二種類の公共交通手段で交通空白を補っている。このうち、

小型バスは自治体の運行するいわゆるコミュニティバスではなく、あくまで

も事業者が路線バスより小型の車両にて行っている事業である。利用者の減

少とそれによる利益率の低下によって維持できなくなった路線は、まず小型

バスでの運行に切り替えて存続させていく。そして、それすらも維持できな

くなったら、おでかけ交通に切り替えていくという流れである。 

 おでかけ交通はいわゆるジャンボタクシーへの相乗りを行う事業である。

北九州市、タクシー事業者、地域住民が連携し、ここまで度々工夫を重ねな

がら運行している。特徴的なのは、ジオン財確保のために「地域人材活用」

を掲げているところである。二種免許の取得については市から費用を補助す

る仕組みとなっており、「自分たちで自分たちの交通を守る」という意識を

持ってもらいたいとの思いがある。まだまだ人材募集については発展途上で

あるようだが、一つの興味深い取組として見守っていきたい。 

 調布市においても北部地域で乗り合いタクシー、オンデマンド交通といっ

た実証実験を行っているところであり、大いに参考になるものであった。 

 

（３）大分県大分市：「交通環境対策の取組について」 

大分市は公共交通の課題解決について非常に多くの先駆的な取組を行っ

ている、交通環境対策の先進都市である。調布市としても見習うべき点が多

くあった。本報告書では特に重要なものとして、パークアンドバスライドお



よびサイクル安堵バスライドを中心とした従来の公共交通と自家用車や自

転車との組み合わせ、そして新たなモビリティの導入に向けた実証実験、の

二点についての所感を述べる。 

まず、パークアンドバスライドおよびサイクルアンドバスライドについ

て。中心市街地への過度な自動車の侵入による渋滞や路上駐車の増加を防ぐ

ため、中心駅から外れた鉄道駅やバス停に隣接する駐車場を整備し、乗り換

えを推進するのがパークアンドバスライドである。また、その自転車版、自

転車とバスとの乗り換えを促進する取組がサイクルアンドバスライドであ

る。大分市では民間事業者や近隣店舗と協力し、駅周辺の駐車場やバス停近

くの駐輪場などを活用しているそうである。いわゆるトランジットステーシ

ョンを整備することによる交通課題の解決は調布市でも積極的に取り組め

るものであり、参考にしていきたいところである。 

次に、新たなモビリティの導入に向けた実証実験について。大分市ではグ

リーンスローモビリティ、空飛ぶ車、自動運転バス、住宅地の移動支援サー

ビス、など、多岐に渡る実証実験を行っている。そのうち、空飛ぶ車はまだ

開発の初期段階で今すぐの課題解決に繋がるものではなく、また住宅地の移

動支援サービスは実証実験のみで終了するなど、すべてが継続的に市内の課

題解決に直接結びついているわけではない。しかし、実証実験によるテクノ

ロジーの発達への貢献、課題解決の可能性追求という点においては大分市が

担っている役割は非常に重要であると感じる。また、これらの事業一つ一つ

について市が PR 用のチラシを作成し、それらを取りまとめている点も高く

評価できる。様々な公共交通手段を活用している以上、普及啓発に力を入れ

ねば住民の混乱を招きかねず、しっかり対応していることがうかがえる。大

分市の実証実験への姿勢は大いに見習うべきと感じる。 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

（１）福岡県春日市：「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業および西鉄春日

原駅周辺整備事業について」 

 京王線の連続立体交差化事業およびそれに伴う柴崎駅・つつじヶ丘駅周辺

の再開発を行う際、ロータリーの役割分担や歩行者動線と自動車動線の両立

を通じて住みやすい街づくりを目指すべきであるということを改めて感じ

た。春日市のような先進事例をしっかり調査・研究していくべきである。 



（２）福岡県北九州市：「地域公共交通の活性化について」 

 従来型の市が主導するコミュニティバスではなく、事業者が主導する小型

バスや地域住民を巻き込んだかたちでの地域公共交通の在り方を調査。研究

していくべきである。 

（３）大分県大分市：「交通環境対策の取組について」 

 調布市はトランジットステーションの適地を模索し、パークアンドバスラ

イドおよびサイクルアンドバスライドの市内での実現可能性を調査・検討す

べきである。自動運転バスやグリーンスローモビリティの導入について、調

布市も積極的に市内での実証実験を行っていくべきである。その実証実験の

結果を以て、交通課題の解決に向けた適切な手段を検討すべきと感じる。 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  阿部草太 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

 

①  令和７年 10 月 14 日 福岡県春日市 

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周辺整備事業につい

て 

 

②  令和７年 10 月 15 日 福岡県北九州市 

地域公共交通の活性化について 

 

③  令和７年 10 月 16 日 大分県大分市 

交通環境対策の取り組みについて 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

  

①  令和７年 10 月 14 日 福岡県春日市 

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周辺整備事業につい

て 

 

西鉄天神大牟田線連続立体交差事業は、踏切の廃止と線路の高架化を通じて

交通渋滞の緩和と安全性の向上を図るものであり、春日原駅周辺では駅施設

の改良と周辺環境の整備が併せて進められている。 

事業は平成初期より計画され、地域住民の意見を反映しながら段階的に推進

されてきた。 

本事業の効果として踏切遮断の解消により交通渋滞が大幅に緩和されてい

る。踏切事故のリスクが排除され、歩行者・自転車・車両の安全性が向上し

ている。通勤・通学時間の短縮や地域間アクセスの改善により利便性が向上

している。駅周辺の道路・施設整備が進み、地域の活性化に寄与しているな

どを確認できた。 



地域住民および商店街等との連携については、定期的な住民説明会の開催に

よる進捗報告と意見交換や商店街とのワークショップや専用窓口による意

見収集と計画への反映、工事による影響を最小限に抑えるための工期調整・

情報発信の強化、地域イベントへの協力やコミュニティ活動支援による関係

構築などを行う事で地域連携を図ったことを確認した。 

課題としては、工事期間中の交通規制や騒音・振動への住民理解の促進と対

策や商店街への来客減少への対応策と地域商業活性化支援、説明会の充実や

オンライン情報提供による住民参加の促進、物価変動・追加工事への柔軟か

つ厳密な予算管理、完成後の施設・設備の維持管理体制と予算確保などがあ

る事を伺った。 

本事業は、都市交通の課題解決と地域活性化を両立する先進的な取り組みで

あり、地域との丁寧な連携が印象的であった。今後の都市整備や駅周辺開発

においても、交通・安全・利便性・地域連携のバランスを重視した計画立案

が重要であると再認識した。 

 

 

④  令和７年 10 月 15 日 福岡県北九州市 

地域公共交通の活性化について 

北九州市では、人口減少や高齢化に伴い、地域内の公共交通の維持が困難と

なる中、交通空白地域の拡大が深刻な課題となっていた。こうした状況に対

応するため、同市は地域住民の外出支援と日常生活の利便性向上を目的とし

た「おでかけ交通」制度を導入している。 

対象となるのは、一定の人口が集積する公共交通空白地域であり、制度の運

用にあたっては地域住民による積極的な利用と協力体制が求められる。 

運行形態は、既存のバス路線を維持するためにバス事業者が小型車両を導入

して運行する「定路線型」と、タクシー事業者がジャンボタクシー等を活用

して柔軟な経路で運行する「自由経路型」の二つに分類される。 

また、地域・交通事業者・行政の三者が連携し、持続可能な生活交通を確保

する「北九州モデル」として位置づけられており、地域主体の交通確保を行

政が制度的・財政的に支援する協働型の仕組みである。 

 



いずれも、一定の採算性を前提に地域・交通事業者・行政が連携して運行計

画を立案し、行政は運行計画への助言、安全確保、制度運用の円滑化などを

担う。 

制度の持続性を支えるため、交通事業者の収支が赤字となる場合には運行経

費の一部を助成する仕組みが設けられている。 

定路線型では運行経費の 1/2 または赤字額のいずれか少ない額、自由経路型

では運行経費の 2.7/4 または赤字額のいずれか少ない額が助成される。さら

に、車両購入費（最大 400 万円または 800 万円）、リース費（年額 80 万円）、

バス停整備費（最大 160 万円）、キャッシュレス決済等の利便性向上設備（最

大 100 万円）に対する助成も行われている。 

利用促進に向けては、交通安全対策事業推進基金を活用し、定期券・回数券

の新設に対して設定額の 30%を助成するほか、地域と交通事業者の協働によ

る啓発活動（バス停表示、チラシ配布、地域イベントとの連携など）にも助

成が行われている。助成上限は、定路線型が最大 40 万円、自由経路型が最

大 10 万円とされている。 

今回の視察を通じて、北九州市の「おでかけ交通」制度は、地域住民の協力

を前提とした制度設計と、段階的かつ柔軟な助成制度によって、導入初期の

負担軽減と制度の持続性を両立している点で実効性が高いと評価できる。ま

た、キャッシュレス対応や地域イベントとの連携など、利便性向上策が利用

促進に寄与しており、交通弱者への配慮と地域活性化の両面に資する制度設

計となっている。 

調布市においても、交通空白地域の実態把握と地域ニーズの調査を踏まえ、

地域主体の運行体制構築に向けた支援スキームの整備、交通事業者との連携

体制の構築と採算性の検証、利用促進策の導入可能性、地域住民との協働に

よる制度設計と合意形成などの観点が重要であると考える 

 

 

③  令和７年 10 月 16 日 大分県大分市 

交通環境対策の取り組みについて 

大分市では、地域公共交通の維持・活性化を重要な政策課題と位置づけ、「大

分市地域公共交通計画」および「第 2 次大分市自転車活用推進計画」に基づ



き、市民・交通事業者・行政が連携した多角的な交通施策を展開している。

人口減少や高齢化、ドライバー不足、環境負荷の増大といった複合的な課題

に対応するため、従来の公共交通の利用促進に加え、新たなモビリティ技術

の導入や自転車活用の推進など、持続可能な交通体系の構築に向けた取組が

進められている。 

まず、公共交通の利用促進に関しては、モビリティ・マネジメントの視点を

取り入れた啓発活動が展開されている。代表的な取組として「エコ交通まち

づくり教室（バスの乗り方教室）」が挙げられ、市内小学校を対象に、温室

効果ガスの削減やバスの乗車マナーについて学ぶ出前授業がバス事業者と

共同で実施されている。令和 6 年度は市内 6 校で実施され、延べ 513 名の児

童が参加した。こうした教育的アプローチは、将来の利用者層の育成にも資

するものである。 

併せて、中心市街地への過度な自動車流入を抑制し、交通渋滞の緩和と公共

交通の利用促進を図るため、「パークアンドライド」や「サイクルアンドバ

スライド」の取組が推進されている。駅周辺の駐車場情報の公開や、バス停

近隣の店舗等に設置された専用駐輪場（13 施設）を活用することで、自動

車から公共交通・自転車への転換を促している。 

高齢者支援としては、「長寿応援バス事業」が実施されており、所定の要件

を満たす 70 歳以上の高齢者等が、市が発行する乗車証を用いて市内の路線

バスを 1 乗車 180 円（一部地域は 150 円）で利用できる制度となっている。

この乗車証は、乗合タクシー「ふれあい交通」や代替交通にも適用されてお

り、移動困難者の外出支援に寄与している。 

令和 6 年度の公共交通利用促進関連予算は 514 千円であり、事業の効果は短

期的な定量評価が難しいものの、「地域公共交通計画」に定める評価指標に

基づき、毎年度の目標達成状況が確認されている。令和 5 年度の実績では、

鉄道の乗車人員が 30,259 人／日（目標値 33,000 人／日）、路線バスの乗降

客数が 8,767 千人／年（目標値 9,600 千人／年）、タクシー利用者数が 3,299

千人／年（目標値 4,495 千人／年）と、いずれも目標に近づいている。 

一方で、市内の路線バスでは乗務員不足が深刻化しており、減便や路線の休

廃止が一部地域で顕在化している。令和 5 年度の実績では、2 事業者合計で

乗務員数は 361 人、平均年齢は 54.4 歳と高齢化が進行しており、平成 29



年度比で運転キロ数も減少している。また、令和以降、毎年度約 2,000 人の

高齢者等が運転免許を返納しており、移動手段の確保が喫緊の課題となって

いる。 

こうした課題に対応するため、大分市では先進技術を活用した新たなモビリ

ティサービスの導入にも積極的に取り組んでいる。グリーンスローモビリテ

ィは、住宅地と商業施設・病院等を結ぶ地域内運行や観光地へのアクセス手

段として活用されており、買い物や通院など日常利用が多く、地域の移動支

援として定着しつつある。利用者数は増加傾向にあり、アンケートでは 9

割以上が「満足」または「どちらかと言えば満足」と回答している。 

自動運転の実証では、令和 2 年と令和 4 年に 2 回の無人運行を実施し、延べ

1,372 名が乗車。空飛ぶクルマについても、令和 4 年に無人飛行、令和 5 年

に有人飛行の試験を実施し、延べ 530 名以上が参加するなど、市民理解の促

進と将来的な実装に向けた基礎的検証が進められている。令和 6 年度の関連

予算は 32,303 千円（グリーンスローモビリティの予算）で、運行委託料・

事務費を含め、複数技術領域の実証が同時並行で行われている。 

ただし、グリーンスローモビリティは時速 20km 未満のバッテリー駆動であ

るため、交通量の多い地域や長距離移動には不向きであり、ルート設計や運

行便数の調整が必要である。また、特殊車両の修理対応が限られており、製

造元（群馬県）への輸送に費用と時間を要するなど、維持管理面での課題も

存在する。 

自転車活用施策については、都市交通の多様化と持続可能な移動手段の確保

を目的に、シェアサイクルの普及、駐輪施設の整備、安全啓発、公共交通と

の連携などが進められている。令和 6 年度の関連予算は 117,334 千円で、放

置自転車対策や電動アシスト自転車の普及促進も含まれている。安全対策と

しては、世代別の安全教育や街頭指導、ヘルメット着用・保険加入の促進な

どが継続的に実施されている。 

課題としては、自転車通行空間の整備不足が挙げられ、鉄道駅や学校など利

用頻度の高い地域を中心に、安全で快適な通行環境の整備が求められる。健

康面では、自転車の健康効果に関する情報発信や、サイクルイベントの開催

による利用促進が期待される。観光面では、広域的なサイクリングルートの

情報発信や他自治体との連携による環境整備が必要である。 



以上のように、大分市の地域交通施策は、交通弱者支援、環境対策、都市機

能の維持・活性化に資するものであり、今後は他自治体の先進事例を参考に

しつつ、DX（デジタルトランスフォーメーション）を含めた施策の高度化が

求められる。大分市の取組は、地域交通政策の実践モデルとして、当市にお

ける制度設計や事業展開の参考となるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

本文中に記載 

 

 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  磯邉 隆 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

①  福岡県春日市「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周

辺整備事業について」 

②  福岡県北九州市「地域公共交通の活性化について」 

③  大分県大分市「交通環境対策の取組について」 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

①  福岡県春日市「西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周

辺整備事業について」 

市概要 

人口１１１，６８９人、面積は１４．１５平方キロメートル。立地的に

隣接する福岡市のベットタウンとして人口の増加が続いている。主要な

産業は特になく、住民税が主な財源。弥生時代の遺跡が多く発掘され、

弥生銀座とも呼ばれる。かつての「奴国」があったのではないかと期待

されている。出土品の一部も展示してあった。中原議長の代から主権者

教育に力を入れており、我々の訪問時も教職員によるリハーサルが議場

にて行われていた。 

現状及び取り組み 

大正１３年では春日原駅前にはテニスコートや野球場、大きな池がある

ような場所であったが、昭和３０年代になると駅前には住宅が多数立ち

並び、２０００年代ではぎっしりとマンションが立ち並ぶようになった。

駅前は踏切遮断による渋滞、たまりばのないバス停、歩道のない道路な

ど、交通課題が山積するようになった。 

地域の交通渋滞緩和と安全性向上を目的として２００３年より西鉄天神

大牟田線連続立体交差事業が着工した。連立立体化に関しては福岡県が

主導で行い、周辺道路整備事業を春日市で行っている。 

現地視察も行い、現状を確認させて頂いた。連続立体交差事業に関して

は立体化、旧線路や架線の取り外しが終了し、徐々に高架下の利用が始



まった状態である。駅舎も完成し、テナントもまもなく入れるような状

態であった。駅前整備に関しては主要な土木工事は終了し、内装・美装

工事などの仕上げ段階にあった。駅舎や周辺道路のキーストーン、バス

停の屋根には「桜」をイメージしたカラーリングやモチーフが施され、

統一感がありおしゃれであった。地域住民や商店街とも説明会は定期的

に開催し、理解を得ているようであった。 

約２０年かけてじっくり事業を行ってきたのだと感じた。職員とも話し

たが、自治体の予算規模からも連続立体に関しては市町村主体では荷は

重く、県や都の責務であるのではと改めて感じた。 

 

 

②  福岡県北九州市「地域公共交通の活性化について」 

市概要 

人口９１０，５１６人、面積は４９１．７平方キロメートル。個性豊か

な７区によって成り立っている。小倉では青魚をぬか床で炊き込んだ全

国的にも珍しい郷土料理「ぬか炊き」を推しており、ぬか炊きマップな

るものを作成しており、事実多くの店舗で提供されていた。 

調布と同様の公共交通を取り巻く厳しい環境にある。 

現状及び取り組み 

自家用車の普及に伴い、バスの利用者は１９６５年の９８万人から２０

２３年で７割減少している。ここ２０年間でバスの路線は７９路線廃止

になった。 

バス事業者としては西鉄バス・北九州市営バスの２事業者が路線バス、

個別利用としてのタクシー、その中間を各々の事業者と行政が連携して

交通空白を抑制している。ポンチョやローザなどの小型バス、さらに需

要者が減少した場合のハイエースを利用した定期路線型のもの、さらに

需要が減った場合はあいのりタクシー（デマンド）と、その需要に応じ

て適正な手段をとっている。公共交通空白地域において、住民の日常生

活や外出の手助けとしてあいのりタクシーやジャンボタクシーを使った

制度が官民連携事例「おでかけ交通」である。元々官営八幡製鉄所の操

業により傾斜地に住宅街が形成され、平地に商店街が発達した。１９９



０年代に製鉄所が移転し、住宅街と商店街共に衰退の危機であったこと

から地域住民・交通事業者・北九州市の連携により始まった。現在１０

地区に拡大。地域住民が主体的に運営委員会を組織し、利用者の需要確

保・協賛金の確保（商店などの広告を張ったり、回数券の数でくじ引き

ができたりなど）、なにより自身らの積極的な利用の促進を行い、交通事

業者が低コストへの工夫により継続的な運行を心掛け、行政はあくまで

経費の支援（現在は年間約２億円）や調整・指導に徹しているとの事で

ある。 

自由経路型である あいのりタクシー は、既存のバス・タクシーと競合

しないよう、運行時間を朝のピーク時を避けて運行すると配慮している。

乗降場所は自宅・店・バス停と限定しており、ルート毎に１～数台で朝

昼３便程度、前日までに電話予約となっているのは利用者層のニーズか

らである。アプリ等のシステム利用料がないことが経費削減につながっ

ている。（現在はアプリの開発も進めている） 

利用者の減少・燃料高騰と地域公共交通は厳しい状況であり、とりわけ

運転手不足は今後も踏まえ急務であるとされている。令和７年に「北九

州モデル」が国土交通省の「交通空白」解消緊急対策事業に採択され、

交通空白解消等「北九州モデル」推進会議を設立する運びになった。こ

れはおでかけ交通に地域人材を活用するというもので、市（コミュニテ

ィ支援課）が地域コミュニティに働きかけをし、地域人材の発掘、２種

免許の取得は市が負担（５０％は国費）し、おでかけ交通に乗務しても

らうというもの。チラシも作成している。現時点では少し反応があると

のことであり、今後に期待ができる。他にも交通業界の魅力ややりがい

を現役ドライバーから聞く交流会やバスやタクシーの運転体験等、運転

手の全体数を底上げする取り組みを多方面から行っている。 

北九州市では自動運転に関しては おでかけ交通 では国交省の審査に通

らなかったが、北九州空港と JR 朽網駅間での自動運転実証実験は一昨年

度から実施している。 

地域愛をはぐくむのにも有効な地域住民からの民間ドライバーの掘り起

こしは大変ユニークに感じた。ただ運転手不足は喫緊の課題であり、悠

長なことは言っていられないはず。地域性までは不明だが、本事業がど



の程度ドライバーの確保につながるのか、注視をしていきたいと思う。 

 

 

③  大分県大分市「交通対環境策の取組について」 

市概要 

 人口４７１，２９０人、面積は５０２．３９平方キロメートル。 

 大分県の県庁所在地であり、中核市に指定されている。豊後国の国府が置

かれていた。戦国時代はキリシタン大名大友義鎮により南蛮文化が栄え

た。フランシスコ・ザビエルも呼ばれた。大分市議会には大分市議会議員

政策研究会が設置され、会派を超えた政策的条例案の策定や市長への政策

提言を積極的に行っており、本件について令和６年度の調布市議会議員研

修でオンライン視察を行ったことがある。 

現状及び取り組み 

 人口減少の本格化によるバスの利用者減、運転手不足の深刻化により地域

公共交通の維持・確保の為に多岐にわたる施策を行っている。交通対策課

の職員数は正規職員２４名、非正規職員８名の計３２名であるが、今回お

示し頂いた施策は複数年度にまたがるものであるそうである。 

 ご説明は調布市議会からの質問事項を元に進行頂いた。 

  

 １・モビリティ・マネジメント等を通じた公共交通機関利用促進に向けた

取り組み 

 パークアンドライド、サイクルアンドバスライドの取り組み、福祉・高齢

者の部署との連携で「長寿応援バス事業」や路線バスや乗り合いタクシー

「ふれあい交通」等でも利用できる１乗車１８０円（一般は２００円、小

学生以下は１００円）で利用できる乗車券を発行している等の説明があっ

た。路線バスの乗員不足、毎年２０００人の免許返納の高齢者の移動手段

など課題は多い。 

  

 ２・グリーンスローモビリティや空飛ぶクルマ等の多様なモビリティにつ

いて 

 運転手不足、移動困難者の支援等の為に多様な技術の活用の検討を開始し



ている。グリーンスローモビリティは海沿いや山間で３地域無料で運行し

ている。利用者は増加傾向。一年ごとの車検が必要であり、特殊車両であ

ることから製造元の群馬までの運搬もあり、維持費で３地域で３６０万程

度掛かるとのこと。道の混雑時間はさけての運行となっている。実際に動

画で見せて頂いたが、外装も可愛らしく、乗客も楽しんでいる様子であっ

た。 

 無人運転の施行実施は 1 回目は令和２年１１月に実施、２回目は令和４年

２月に実施。 

  

３・空飛ぶ車は令和４年７月に一回目（無人飛行）、令和５年２月に二回

目（有人飛行）を実施。 

 自転車の利用促進については平成１８年３月に「大分市自転車利用基本計

画」を策定、自転車のルール・マナー啓発、放置自転車対策、ＯＩＴＡサ

イクルフェス等のイベント開催を行っている。現在は「第２次大分市自転

車活用推進計画」を施行。【都市環境】では自転車歩行空間の整備や公共

駐輪場、放置自転車対策、シェアサイクル普及促進事業、放置自転車を活

用したレンタサイクル事業、サイクルアンドバスライド事業等を実施、

【健康】では坂道の多い特性から電動アシスト自転車レンタル、【観光】

では自転車ロードレース国際大会「ＯＩＴＡサイクルフェス」の実施、新

設の道の駅にサイクルステーションの設置、【思いやり（安心・安全）】で

は自転車損害賠償責任の必要性を生徒や保護者に周知徹底、おでかけ自転

車マナーアップ教室の実施等、多面的に実施。 

  

 ４・さらなるＤＸ化を含めた地域公共交通の今後の展望については他自治

体の取り組みを注視しつつ検討を進めている状態。 

  

 お話を伺い、海あり、山あり、勾配ありという多様な地形と共に、高齢化

し、乗客不足や運転手不足など、本市と同じ課題を抱えている大分市だが、

グリーンスローモビリティや空飛ぶ自転車等、非常に多様な取り組みに

“未来”を感じられたし、また自転車に関しても積極的なマナー啓発を行

っており、事実乗り入れ禁止のアーケード商店街では走行している自転車



をほぼ見かけていない。国道や県道等も自転車通行帯の設置を道路改修の

折などに積極的に働きかけているそうである。放置自転車の利活用も大変

興味深い。 

地域公共交通の基本方針として「（２）風格とにぎわいのある都市拠点や

地域の特性を活かした個性的で魅力ある地区拠点の形成を支える公共交

通ネットワークの構築」というものがあるが、この“風格”という言葉は

この町の持つ歴史や文化を表していると理解した。 

 各担当の職員の方にお越し頂き各々ご説明頂いたが、公共交通に関して悲

観的なとらえ方ではなく、前向きな印象を受けた。今後も是非頑張って頂

きたい。 

  

 三市とも大変参考になり、充実した視察となった事をご報告申し上げる。 

  

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

本文にあり 

 

 



 

 

 
第３号様式（第４関係） 

視察等個別部分報告書 作成者氏名  井上 耕志 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

福岡県春日市 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周辺整備事業につ

いて 

福岡県北九州市 地域公共交通の活性化について 

大分県大分市 交通環境対策の取組について 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

福岡県春日市 

 令和 7 年 8 月末現在で人口約 11 万人、約 5.1 万世帯を有する福岡県春日市は長年にわ

たり、送迎スペースの無い駅前、歩道のない道路、たまり場の無いバス停との課題を擁

し、市の中心部に位置する西鉄春日原駅周辺整備事業を地域の交通渋滞緩和と安全性の

向上を目指した事業として平成初期から進めてきた。 

 この長年にわたり進捗してきた連続立体交差事業は令和 4 年８月に高架切替が行わ

れ、令和６年 11 月には春日原駅舎がそして事業完了が令和 7 年 3 月末とされている。数

百億円規模ともなる総事業費は、国と福岡県および西鉄による負担と合わせて基礎自治

体である春日市と大野城市においてそれぞれの負担割合に応じて予算化されたとのこと

であるが、今後の物価変動や追加工事発注時に対応できる柔軟かつ厳密な予算管理のも

と事業は進められてきた。県施行事業として事業決定が行われるまでにも相当の時間を

要し、30 有余年をかけて完成させた事業における現場のご苦労などについてもお伺いす

ることが出来た。本市においては京王線連続立体交差事業が終了し、線路跡地整備事業

は令和 6 年度末に、そして調布駅前広場整備事業も令和 7 年度末完了を目指して事業が

進捗しているところである。 

 この事業終了と同時進行しながら東部連立事業についても着手されている。追加財政

需要をどのように平準化させていくことが出来るのか、近隣住民の方々の意向をできる

限り反映したまちづくりをどのように進めていくのか、今回の春日市の事例を大いに参

考にさせていただきながら本市の新たな連立事業に資する議論を議会としても行ってま

いりたい。 

 



福岡県北九州市 

面積 491.71 ㎢人口約 91 万人を擁し、福岡市に次ぐ九州第二の都市である北九州市は

非都道府県県庁所在地においては神奈川県川崎市に次ぐ第二の人口を有する政令指定都

市である。 

こちらでは地域公共交通の活性化についてとのテーマで視察を行わせていただいた。

人口減少・自動車の普及・少子高齢化・路線廃止・運転手不足というさまざまな要因が

重なり公共交通の利用者数は 1965 年の 98 万人から 2023 年の 31 万人へ、さらに 2001 年

～2023年においては79路線 205㎞のバス路線が廃止となり、公共交通の危機的な状況を

改善するために官民連携のもと移動手段の確保に向けた取組に着手することになる。 

北九州市では鉄道駅から500ｍ以上、かつバス停から300ｍ以上の地域を公共交通空白

地域と位置付け、住民・タクシー事業者・市の連携により、一定の採算性の確保を前提

に、タクシー事業者がジャンボタクシーや相乗りタクシーなどを運行するおでかけ交通

を現在市内 10 地区で運行中とのことであった。本市においても現在デマンド型交通の実

証実験を行っている最中ではあるが、負担コストが大きすぎ、採算性が全く合わないと

いう課題の解決に向けて、これまで運行されてきた巡回ワゴンバスの本格導入に向けて

検討を行っていくことが急務といえる。 

一方で運転手不足の解消に向けて九州で初めての取組として実施されている地域での

運転手募集という施策が秀逸であったといえる。これまで交通事業者だけでは手が出せ

なかった「地域」に対して行政がアプローチを行い、交通事業者が採用試験と講習を行

い、実際に地域住民が乗務するという内容で、本市における交通不便地域においても同

様の取組を行っていくためのさまざまな議論を喚起していくことが、これからの地域公

共交通の活性化の一助にもなりうると考えるに至った。 

 

大分県大分市 

 大分市では交通環境対策の取組についてのテーマで研修させていただいたが、人口約

47 万人に対して 502.4 ㎢という市域面積においてふれあい交通運行という事業が令和７

年 4 月現在で 33 ルート整備されている点が非常に印象深かった。この事業は地域の拠点

から最寄りの路線バスの停留所まで一回 200 円で輸送するという事業であり、東西の市

域の広さをカバーするための大分市としての特色ある取り組みであると感じるに至っ

た。このふれあい交通運行事業をはじめとし、各地域におけるコミュニティバスの運行

やグリーンスローモビリティの実施、さらには九州地方での初飛行ともされたドローン



を活用した空飛ぶくるまに関する取組など、多岐にわたる交通インフラ整備に向けた対

応が、所管課である都市交通対策課の創意工夫を持った熱い取り組みであるとの受け止

めを喚起させた。 

 現在本市においては自動運転の実証実験に向けた取組が進められているところである

が、大分市では 2020 年と 2022 年に佐賀関地域とＪＲ大分駅近隣地域で行われたという 

事例もあり、ここで得られた大分市の知見についてもぜひ本市での参考として取り上げ

てまいりたいと考える。 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

２ 文章中に記載。 

 

 



 

 

 

第３号様式（第４関係）  

視察等個別部分報告書 作成者氏名  松野 英夫 

１ 視察（研修・視察研修）の実施名称（テーマ） 

１ 令和 7 年 1０月１４日（火） 

福岡県春日市 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周辺

整備事業について 

 

２ 令和 7 年 1０月１５日（水）   

福岡県北九州市 地域公共交通の活性化について 

 

３ 令和 7 年 1０月１６日（木）   

大分県大分市 交通環境対策の取組について 

 

２ 実施結果に対する所感，意見等 

（質疑・意見交換した内容，今後の市政に生かすべき点等） 

１ 令和 7 年 1０月１４日（火） 

福岡県春日市 西鉄天神大牟田線連続立体交差事業及び西鉄春日原駅周辺

整備事業について 

  

 春日市の人口は約１１万人であり、調布市の約半数の規模にあたる。西鉄

天神大牟田線春日原駅を中心に鉄道によって分断され、駅周辺の発展が妨げ

られる事となった。 

踏切遮断による渋滞といった交通問題、駅周辺では送迎スペースの無い駅

前、たまり場の無いバス停、歩道の無い道路、駅前道路の一方通行などが課

題となった。これらを受け、福岡県が施行する西鉄天神大牟田線連続立体交

差事業とあわせて、駅周辺の道路や東西駅前広場の整備、高架下空間の利活

用検討などに取り組まれ、地域住民の意見を取り入れながら段階的に進めら

れた。事業予算は国・地方自治体および西鉄による負担で実施となる。 

 連続立体交差事業により、春日市内の踏切が二か所取り除くことができ、

遮断時間がなくなり、交通渋滞が大幅に減少した。さらに、交通が円滑化さ



れ通勤・通学、地域間のアクセスも改善された。駅周辺整備については、商

店街や地域住民と連携し、定期的に説明会を開催し、進捗報告や意見交換を

実施している。 

事業による課題は、工事期間中の騒音・振動といった問題があげられる。ま

た、商店街の一時的な来客減少といった地域商業への対応策も必要である。 

現地視察をし、踏切が無くなり交通がスムーズになった反面、自転車などの

ルールの厳格化が必要であると実感した。また整備中という部分もあるが、

自転車の往来と歩行者、バス利用者との接触がないよう工夫も必要である。

また、高架下の工事では、音の反響もあるという事であった。こうした工事

期間中の騒音問題対策は十分に考えていかなければならない。春日原駅に

は、桜をイメージした壁面となっており、周囲を明るくする環境となってい

た。駅周辺にはロータリーを含め、広々とした環境と、一部にある路面ペイ

ントのようなアクセントが一層に明るさを際立させていた。現在、調布市が

抱えている課題と同じ状況であるため、こうした事例を参考にして参りた

い。 

 

２ 令和 7 年 1０月１５日（水）    

福岡県北九州市 地域公共交通の活性化について 

 

 北九州市の人口は約９１万人となる。運転手不足や少子高齢化などの影響

により、公共交通の利用者は減少傾向となり、バス路線廃止や公共交通空白

地域（鉄道駅から 500 メートル以上、かつバス停から 300 メートル以上離れ

た地域をさす）といった課題が生じた。よって、地域住民の日常生活や外出

を支援する生活交通の確保が必要となり「おでかけ交通事業」が開始された。

おでかけ交通とは、バス路線廃止地区などの公共交通空白地域において、地

域住民の生活交通を確保するため、採算性の確保を前提として、地域住民、

交通事業者、北九州市がそれぞれの役割分担のもとで連携して、ジャンボタ

クシー等を運行するものとなり、官民連携の取り組みとなる。運航経費に係

る支援では、交通事業者の収支が赤字の際に、運行経費の一部を助成するよ

うになっている。 

市では、運転手不足の対策として「地域人材活用」に取り組んでいる。市が



地域で運転手を募集し、交通事業者が採用・教習を行い地域住民が乗務する

流れとなっている。二種免許取得費用の支援もあり、積極的に雇用促進をし

ている。運転手募集については、市が連携を主導とした業界一体のプロモー

ション活動し、運転手の全体数を底上げを図っている。バスの運転体験や、

ドライバーとの交流、説明会を通し業界全体の意欲向上につながっている。 

この度の視察において、「地域で守る」という意識を学ぶことができた。公

共交通全般において社会的負担をいかに抑えられるかが課題となる。そうし

た中で、地域人材活用、運転手募集など「地域」を通す事で、公共交通への

意識と理解が広がる事が大切であると実感した。調布市においてもバス運転

手不足や負担軽減は同じ課題である。北九州市のおでかけ交通のように「地

域で守る」という考え方は今後も参考にして参りたい。 

 

 

３ 令和 7 年 1０月１６日（木）   

大分県大分市 交通環境対策の取組について 

 

大分市の人口は約４７万人となる。人口減少に伴い公共交通サービスの縮小

や経営の悪化、運転手不足などにより移動手段を確保することが課題であっ

た。２０２２年に策定された「大分市地域公共交通計画」に基づき、市民・

交通事業者・行政が連携し、誰もが快適に移動できる公共交通ネットワーク

の構築に向けて、公共交通の利用促進に取り組んでいる。主な取り組みとし

て、市内の小学校を対象とした、バス事業者と共同で実施する「エコ交通ま

ちづくり教室」公共交通の利用促進を目的とした「パークアンドライド」路

線バスと自転車の利用促進を図る「サイクルアンドバスライド」などがあげ

られる。福祉・高齢者の方へは「長寿応援バス事業」を実施しており、市が

発行する乗車証で１乗車１８０円で利用できる。 

市では、時速 20km 未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな

移動サービス「グリーンスローモビリティ」を通じた様々な取り組みが行わ

れている。 

利用者の９割以上の方から「満足」「どちらかといえば満足」とのアンケー

ト結果となった。その他に「空飛ぶクルマ」といった多様な技術を活用し、



地域公共交通が抱える課題解決に取り組んでいる。取り組みの一つとして、

高齢化が進む住宅団地では時速１９キロで走行する移動支援サービス実証

実験が行われた。 

市は「第二次大分市自転車活用推進計画」を策定し、自転車が魅力的な交通

手段となるよう「だれもが安全・快適に自転車を利用できるまちの実現」を

目的に関係者と連携して効果的に取り組みを推進している。先に述べた「サ

イクルアンドバスライド」のように公共交通機関との連携を図り自転車利用

促進を図っている。また、健康面や観光、それらをふまえたうえで交通安全

教育の推進など安全で安心な交通環境を目指している。 

市の地域公共交通の基本方針に「利用者のニーズに合った効果的な公共交通

ネットワークの構築」の中で「市民・交通事業者・行政が連携し、通勤をは

じめとする利用者ニーズに応じた公共交通の見直しを行います」と記されて

いるように、とても市民の意見を聞く体制が整っている事と、最新技術を活

用した実証実験に取り組む姿勢に関心した。 

多くの自治体において交通環境の課題は共通しているが、市では市民ニーズ

の調査をしっかり行っている事で市内の交通に反映されている。例えば、大

分市の「おでかけ交通」においては高齢者が利用しやすいように電話利用で

対応している。調布市において北部地域におけるデマンド型交通実証実験が

行われているが、アプリなどの新しい技術も大切だが、電話での対応といっ

た、誰もが安心して利用できるような市民の受け皿となる体制も必要である

と改めて実感した。常に市民のニーズに応えていく大分市の姿勢は、見習わ

なければならない。 

 

 

 

３ その他（今後の課題・調査研究すべきテーマ等） 

 

上記に記載。 

 

 

 


